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はじめに

福井大学文京地区における教育は，各学部（教育学部，工学部，国際地域学部）に対して共通教

育部が担当する「共通教育」科目と，各学部で行われる「専門教育」科目からなります。

この履修手引は，共通教育部が担当する文京地区における「共通教育」の目的と内容，「共通教育」

科目の履修方法，それに「共通教育」として卒業までに必要な単位の修得方法を説明するために編

集されたものです。「共通教育」に関する事項をすべて記載してありますので，履修上の間違いや修

得単位の不足がないように，この履修手引を良く読んでください。

共通教育を修学する時期は，専門分野の異なる学生が一同に会し，学問に関することだけではな

く，いろいろな事象に関して議論や意見交換，さらには経験ができる時期であり，専門教育で得ら

れる経験とは別の方向で，卒業後に役に立つはずです。そして，共通教育の授業内容が，それらの

学びを支援してくれるものと信じます。学生の皆さんの学修意欲と相まって，「共通教育」が真に充

実した大学教育となることを心から願っています。

共通教育部（文京キャンパス）

  

- 1 -

共共通通教教育育科科目目履履修修上上のの基基本本用用語語

 
 
｢｢授授業業｣｣ 講義，演習，実験，実習若しくは実技のいずれかの方法により又はこれらの併用に

より行うこと。 
１年間の授業は 週にわたることを原則とする。 
各授業科目の授業は， 週にわたる期間で実施する（定期試験を除く）。 

 
｢｢履履修修｣｣ 各科目の授業に出席し，自習を含め，学ぶこと。 
 
「「単単位位」」 １単位で構成される授業科目にあっては， 時間の学修（予習・授業・復習）を

必要とする内容をもって構成し，以下のとおり単位の計算方法が定められている。

一 講義及び演習については， 時間から 時間までの範囲で大学が定める時

間の授業をもつて１単位とする。

二 実験，実習及び実技については， 時間から 時間までの範囲で大学が定

める時間の授業をもつて１単位とする。ただし，芸術等の分野における個人指

導による実技の授業については，大学が定める時間の授業をもつて１単位とす

ることができる。 
三 一の授業科目について，講義，演習，実験，実習又は実技のうち二以上の方

法の併用により行う場合については，その組み合わせに応じ，前二号に規定す

る基準を考慮して大学が定める時間の授業をもつて１単位とする。 
 

「「単単位位のの修修得得」」 １つの授業科目を履修した上で，定期試験を受験及びその他の試験等による成績

評価を受け，その結果合格と判定されると，その科目の履修時間に応じた単位を修

得したことが認定されること。 
 
「「必必修修」」 必ずその科目の単位を修得しなければならないこと。 
 
「「選選択択」」 一定の範囲の科目の中から，履修する科目を自由に選ぶこと。 
 
「「選選択択必必修修」」 一定の範囲の科目の中から科目を選択し，指定された単位数を必ず修得しなければ

ならないこと。 
 
「「シシララババスス」」 大学における授業の内容やスケジュール，成績の評価の方法など，｢授業計画｣が詳

しくまとめられた資料のこと。

 
共共通通教教育育科科目目履履修修にに必必要要なな資資料料

１．共通教育科目シラバス 大学 HP より WEB (https://syllabus1.sao.u-fukui.ac.jp/)で閲覧 
２．授業時間割表（共通教育科目） 学生ポータルにて配布 
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共共通通教教育育科科目目履履修修上上のの基基本本用用語語

 
 
｢｢授授業業｣｣ 講義，演習，実験，実習若しくは実技のいずれかの方法により又はこれらの併用に

より行うこと。 
１年間の授業は 週にわたることを原則とする。 
各授業科目の授業は， 週にわたる期間で実施する（定期試験を除く）。 

 
｢｢履履修修｣｣ 各科目の授業に出席し，自習を含め，学ぶこと。 
 
「「単単位位」」 １単位で構成される授業科目にあっては， 時間の学修（予習・授業・復習）を

必要とする内容をもって構成し，以下のとおり単位の計算方法が定められている。

一 講義及び演習については， 時間から 時間までの範囲で大学が定める時

間の授業をもつて１単位とする。

二 実験，実習及び実技については， 時間から 時間までの範囲で大学が定

める時間の授業をもつて１単位とする。ただし，芸術等の分野における個人指

導による実技の授業については，大学が定める時間の授業をもつて１単位とす

ることができる。 
三 一の授業科目について，講義，演習，実験，実習又は実技のうち二以上の方

法の併用により行う場合については，その組み合わせに応じ，前二号に規定す

る基準を考慮して大学が定める時間の授業をもつて１単位とする。 
 

「「単単位位のの修修得得」」 １つの授業科目を履修した上で，定期試験を受験及びその他の試験等による成績

評価を受け，その結果合格と判定されると，その科目の履修時間に応じた単位を修

得したことが認定されること。 
 
「「必必修修」」 必ずその科目の単位を修得しなければならないこと。 
 
「「選選択択」」 一定の範囲の科目の中から，履修する科目を自由に選ぶこと。 
 
「「選選択択必必修修」」 一定の範囲の科目の中から科目を選択し，指定された単位数を必ず修得しなければ

ならないこと。 
 
「「シシララババスス」」 大学における授業の内容やスケジュール，成績の評価の方法など，｢授業計画｣が詳

しくまとめられた資料のこと。

 
共共通通教教育育科科目目履履修修にに必必要要なな資資料料

１．共通教育科目シラバス 大学 HP より WEB (https://syllabus1.sao.u-fukui.ac.jp/)で閲覧 
２．授業時間割表（共通教育科目） 学生ポータルにて配布 
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【教育課程実施方針（教育・学習方法に関する方針）】 
１．教育効果を高めるため，授業はその内容や目的に応じて，講義，演習，実習，プレゼンテ

ーションあるいはこれらを組み合わせた形態で実施する。 
２．アクティブラーニング形式での授業を積極的に行い，教室でのグループワーク，インター

ンシップを含む学外での活動等を通じて，能動的に課題に取り組む態度と社会における実践

的な課題解決能力を育成する。 
３．すべての授業において，授業の到達目標，授業内容・授業方法，授業の事前事後学習，成

績評価方法等を記載した詳細なシラバスを作成し，科目ナンバリング等によって学生が系統

的に自らの能力に応じて授業を履修できる体制を整える。 
 
【学習成果評価方針】 
１．成績評価については，「福井大学における多面的かつ厳格な成績評価のガイドライン」に沿

って，科目ごとに適した多様な方法によって学修目標到達度を評価する。各科目の到達目標

と具体的な評価方法はシラバスに記載する。 
２．各科目の成績は秀，優，良，可，不可の５段階あるいはＡ+～Ｆの 段階の評語で評価す

る。目標到達度を考慮した評価基準については に記載する。 
 
 
３ 共通教育科目の構成 

共通教育の目標と教育課程編成の方針に基づいて，共通教育科目は以下のような構成となって

います。 の表１に各科目の学習目標を掲載しています。 
 
３．１ 入門科目（大学教育入門セミナー） 

「入門科目（大学教育入門セミナー）」は，大学生に求められる学修方法への転換を助け，大

学生活を健康かつ有意義に過ごすことのできるよう，自ら考え行動するためのヒントを得ると

ともに，大学生活の初期の段階で，所属する学部の課程・学科などの担当教員による指導を受

け，自らの専門分野を自覚し，また，より広い視野をもって大学での勉学に取り組めるように

なることを目的としています。 
 
３．２ 基礎教育科目 

「基礎教育科目」は，これから受ける大学教育のために，あるいは社会人として身につけて

おくべき基礎的な能力を養うためのもので，外国語科目，保健体育科目及び情報処理基礎科目

からなります。ただし，外国語科目と保健体育科目については，学部ごとに修得しなければな

らない単位数及び履修方法が異なりますので， ～ の履修方法と の表２を確認して

ください。

 
外国語科目 
外国語科目は，英語，ドイツ語，フランス語，中国語及び日本語から構成されています。

英語は，高校までに修得した語学力にさらに磨きをかけて，グローバルコミュニケーション

 

I 共通教育の目標と概要 
 
１ 共通教育とは 

「共通教育」は，大学の目的及び理念に基づいて，学生が広く学問の知識や方法を学び，グロ

ーバル化した社会や知識基盤社会に対応できる総合的な判断力と行動力を有し，地域社会の発展

に貢献できる人間性豊かな社会人となるための「教養」を身につけるとともに，円滑なコミュニ

ケーションの基盤となる高い語学力及び専門科目の履修に必要な知識等を修得することを目標

として設けられた教育課程です。 
この目標を達成するために，学生全員が，この履修手引で示される方法に従って，「共通教育

科目」を履修し，指定された単位を必ず修得しなければなりません。 
 
 
２ 共通教育 教育課程編成方針・実施方針，学習成果評価方針 
【教育課程編成方針】 

共通教育の目標を達成するために，大学における勉学の円滑な開始，本学の目的の一つであ

る地域貢献の意義の理解，広い視野を持てる基礎的知識の獲得，実践的課題に取り組む能力の

育成に主眼を置き，以下の方針に沿って教育課程を編成・実施し，学習成果を評価します。 
１．高校生活から大学生活への円滑な移行を促し，自立的な修学態度の確立を支援するため

に，「入門科目」を１年次前期に設ける。 
２．大学教育の早い段階で身につけておくべき能力や社会人に求められる基礎的な能力を涵養

するために，各学部における教育の特性に応じた形で「基礎教育科目」を設ける。 
３．現代的に編成された教養教育を実現するために，「地域コア科目群」，「教養教育科目群」 

及び「教養専門教育科目群」によって構成される「共通教養科目」を設ける。 
４．「地域コア科目群」は，各学部における地域に資する人材育成のための入門・基礎的科目と

して，地域の諸課題に対する認識と関心を育成する目的のもとに，「ものづくり・産業振興・

技術経営分野」，「持続可能な社会・環境づくり分野」及び「原子力・エネルギー分野」の３

分野によって構成する。 
５．「教養教育科目群」は，従来の人文科学，社会科学，自然科学という区分を越え，現代社会

の複合的・学際的諸問題や科学技術リテラシーを幅広く学修させるという目的のもとに，「人

間理解・言語コミュニケーション分野」，「歴史・文化理解分野」，「社会経済分野」及び「科

学技術分野」の４分野によって構成する。 
６．「教養専門教育科目群」は，各学部や学科で開講されている初年次および２年次の専門教育

科目を主とした科目の一部を，他学部，他学科の学生に対し，所属の垣根を越えて履修でき

るように開放する科目である。自分の専門とは異なる分野の専門科目にも関心を高め，より

広い視野で見聞を深め，身につけることができるだけでなく，自分の専門分野の位置づけを

自覚し，より深く学ぶことができるよう，「教育学分野」，「工学分野」及び「国際地域学分

野」の３分野によって構成する。 
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【教育課程実施方針（教育・学習方法に関する方針）】 
１．教育効果を高めるため，授業はその内容や目的に応じて，講義，演習，実習，プレゼンテ

ーションあるいはこれらを組み合わせた形態で実施する。 
２．アクティブラーニング形式での授業を積極的に行い，教室でのグループワーク，インター

ンシップを含む学外での活動等を通じて，能動的に課題に取り組む態度と社会における実践

的な課題解決能力を育成する。 
３．すべての授業において，授業の到達目標，授業内容・授業方法，授業の事前事後学習，成

績評価方法等を記載した詳細なシラバスを作成し，科目ナンバリング等によって学生が系統

的に自らの能力に応じて授業を履修できる体制を整える。 
 
【学習成果評価方針】 
１．成績評価については，「福井大学における多面的かつ厳格な成績評価のガイドライン」に沿

って，科目ごとに適した多様な方法によって学修目標到達度を評価する。各科目の到達目標

と具体的な評価方法はシラバスに記載する。 
２．各科目の成績は秀，優，良，可，不可の５段階あるいはＡ+～Ｆの 段階の評語で評価す

る。目標到達度を考慮した評価基準については に記載する。 
 
 
３ 共通教育科目の構成 

共通教育の目標と教育課程編成の方針に基づいて，共通教育科目は以下のような構成となって

います。 の表１に各科目の学習目標を掲載しています。 
 
３．１ 入門科目（大学教育入門セミナー） 

「入門科目（大学教育入門セミナー）」は，大学生に求められる学修方法への転換を助け，大

学生活を健康かつ有意義に過ごすことのできるよう，自ら考え行動するためのヒントを得ると

ともに，大学生活の初期の段階で，所属する学部の課程・学科などの担当教員による指導を受

け，自らの専門分野を自覚し，また，より広い視野をもって大学での勉学に取り組めるように

なることを目的としています。 
 
３．２ 基礎教育科目 

「基礎教育科目」は，これから受ける大学教育のために，あるいは社会人として身につけて

おくべき基礎的な能力を養うためのもので，外国語科目，保健体育科目及び情報処理基礎科目

からなります。ただし，外国語科目と保健体育科目については，学部ごとに修得しなければな

らない単位数及び履修方法が異なりますので， ～ の履修方法と の表２を確認して

ください。

 
外国語科目 
外国語科目は，英語，ドイツ語，フランス語，中国語及び日本語から構成されています。

英語は，高校までに修得した語学力にさらに磨きをかけて，グローバルコミュニケーション
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地域コア科目群 
地域コア科目群は，地域社会の諸課題に対処できる実践力を有する人材へと成長していく

ための基礎的知識を修得することを目的としています。この科目群は，地域産業の発展やイ

ノベーションについて学ぶ「ものづくり・産業振興・技術経営分野」，持続可能な環境や地

域づくりについて学ぶ「持続可能な社会・環境づくり分野」，エネルギーの総合的開発と防

災・危機管理について学ぶ「原子力・エネルギー分野」の３分野から構成されています。 
教養教育科目群 
教養教育科目群は，広い知識を持ち，総合的な判断力を持つ良識ある社会人となるための

教養を身につけることを目的としています。この科目群は，人間の思想形成の在り方，心理

的・身体的発達・特性，言語コミュニケーションについて学ぶ「人間理解・言語コミュニケ

ーション分野」， 日本及び世界における歴史・文化のさまざまな様相について幅広い視点か

ら学ぶ「歴史・文化理解分野」，現代社会の諸問題について，社会科学の知見に基づく多様

な視点から学ぶ「社会経済分野」，科学技術や自然について多様な角度から学び，科学リテ

ラシーを身につける「科学技術分野」の４分野から構成されています。 
教養専門教育科目群 
教養専門教育科目群は，各学部や学科で開講されている初年次および２年次の専門教育科

目を主とした科目の一部を，他学部，他学科の学生に対し，所属の垣根を越えて履修できる

ように開放している科目です。自分の専門とは異なる分野の専門科目にも関心を高め，より

広い視野で見聞を深め，身につけることができるだけでなく，自分の専門分野の位置づけを

自覚し，より深く学ぶことができるよう，「教育学分野」，「工学分野」及び「国際地域学分

野」の３分野から構成されています。 
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の能力を高め，国際理解に必要な知識やスキルを獲得することを目的としています。 
ドイツ語，フランス語，中国語は，皆さんのほとんどがこれまで触れたことのない外国語

に新たに挑戦して，その外国語に関する基礎的知識を身につけて外国文化の理解を深めるこ

とを目的としています。 
日本語は，主として外国人留学生が大学で専門の勉強をするために必要な日本語を習得す

ることを目的としています。なお，外国人留学生以外でも日本語を母語としない場合は，受

講が可能ですので，希望する場合は教務課に相談してください。 
保健体育科目 
保健体育科目「スポーツ健康科学」では，各種競技スポーツ及びレクリエーショナルスポ

ーツの実践を通して，学生生活並びに生涯にわたる健康とスポーツ実施のために必要な知

識・技能の修得を目的とします。また，体力測定評価の方法について学ぶことで，自己及び

他者の体力について理解を深め，発育発達を考慮した健康・体力の保持増進のための技能と

知識を修得することを目的とします。 
情報処理基礎科目 
情報処理基礎科目には，「情報処理基礎」と「数理・データサイエンス入門」があり，工

学部と国際地域学部は「情報処理基礎」を，教育学部は「数理・データサイエンス入門」を

履修します。 
「情報処理基礎」は，コンピュータや情報ネットワークを正しく活用するための基礎知識

とデータサイエンスを含む情報処理技術を修得することを目的としています。ここで身につ

けた知識と技術は，個々人の専門を学ぶ上で必要なものとなります。高度情報化社会におい

て，情報モラルやセキュリティといった情報を扱うための正しい知識と理解が求められてお

り，情報に対して正しい判断で安全に利用できなければなりません。そのため情報処理基礎

科目は，コンピュータ・リテラシー教育として基礎教育科目の一つに位置づけられています。 
「数理・データサイエンス入門」は，今後のデジタル社会において，数理・データサイエ

ンス・AI を日常の生活，仕事等の場で使いこなすことができる基礎的素養を主体的に身に

付けることを目的としています。同時に，身に付けた知識・技能を基本として，数理・デー

タサイエンス・AI に関する事項を扱う際には，人間中心の適切な判断ができ，不安なく自

らの意志で AI 等の恩恵を享受し，これらを説明し，活用できるようになることも目的の一

つです。世界ではデジタル化とグローバル化が不可逆的に進み，社会・産業の転換が大きく

進んでいます。「数理・データサイエンス・AI」は，今後のデジタル社会の基礎知識（いわ

ゆる「読み・書き・そろばん」的な素養）として捉えられており，大学・高専の全ての学生

が身に付けておくべき素養になっています。 
 
３．３ 共通教養科目  

共通教養科目は，地域の知の拠点として地域に貢献することを使命とする福井大学において学

ぶ皆さんが，地域の諸問題とその解決に関する基礎的知識を修得するとともに，自分の専門にと

らわれず，広い分野の知識や方法，考え方を身につけることを目的としており，「地域コア科目

群」，「教養教育科目群」及び「教養専門教育科目群」から構成されています。 
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地域コア科目群 
地域コア科目群は，地域社会の諸課題に対処できる実践力を有する人材へと成長していく

ための基礎的知識を修得することを目的としています。この科目群は，地域産業の発展やイ

ノベーションについて学ぶ「ものづくり・産業振興・技術経営分野」，持続可能な環境や地

域づくりについて学ぶ「持続可能な社会・環境づくり分野」，エネルギーの総合的開発と防

災・危機管理について学ぶ「原子力・エネルギー分野」の３分野から構成されています。 
教養教育科目群 
教養教育科目群は，広い知識を持ち，総合的な判断力を持つ良識ある社会人となるための

教養を身につけることを目的としています。この科目群は，人間の思想形成の在り方，心理

的・身体的発達・特性，言語コミュニケーションについて学ぶ「人間理解・言語コミュニケ

ーション分野」， 日本及び世界における歴史・文化のさまざまな様相について幅広い視点か

ら学ぶ「歴史・文化理解分野」，現代社会の諸問題について，社会科学の知見に基づく多様

な視点から学ぶ「社会経済分野」，科学技術や自然について多様な角度から学び，科学リテ

ラシーを身につける「科学技術分野」の４分野から構成されています。 
教養専門教育科目群 
教養専門教育科目群は，各学部や学科で開講されている初年次および２年次の専門教育科

目を主とした科目の一部を，他学部，他学科の学生に対し，所属の垣根を越えて履修できる

ように開放している科目です。自分の専門とは異なる分野の専門科目にも関心を高め，より

広い視野で見聞を深め，身につけることができるだけでなく，自分の専門分野の位置づけを

自覚し，より深く学ぶことができるよう，「教育学分野」，「工学分野」及び「国際地域学分

野」の３分野から構成されています。 
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【国際地域学部】 
外国語科目８単位，情報処理基礎科目２単位，合計 単位 

 
２．１ 外国語科目 

外国語科目として，英語は必修科目です（後述のように，工学部及び国際地域学部の外国人

留学生の場合には，日本語プレースメントテストの結果により英語の代わりに日本語が必修に

指定されることがあります）。その他に第二外国語として，ドイツ語，フランス語，中国語及び

日本語（外国人留学生対象）が開講されています。 
全ての外国語科目は，１科目１単位です。なお，第二外国語科目は，週２回開講のクォータ

制で実施されます。ただし，日本語のみ週１回開講のセメスター制で実施されます。 
教育学部と工学部では，第二外国語は卒業に必要な外国語科目の単位としては算入できませ

ん。教育学部と工学部の学生が第二外国語の科目を履修する場合は，国際地域学部で開講され

ている第二外国語の授業を受けることになります。 
（注）教育学部や工学部の学生が国際地域学部で開講される第二外国語の授業を受けた場合，

当該科目の単位の両学部における扱いには，① 自由選択履修の単位とする（卒業要件単位の

内），② 第二外国語の単位とする（自由科目のため卒業要件単位の外），の２通りがあります。

① のケースについては，３．１の のｃで説明します。学部ごとの外国語科目の履修方法は

次のとおりです。 
【教育学部】 

英語Ⅰ，Ⅱ及び英語Ⅲ，Ⅳは併せて履修することとなりますので，履修の際は注意して下さい。 

学部
１年

前期 後期

教育学部

４単位

英語Ⅰ 英語Ⅲ

英語Ⅱ 英語Ⅳ

※ 外国人留学生も英語４単位が必修です。 
※ 教育学部の学生は，英語のほかに，母語以外の言語（ドイツ語，フランス語，中国語及び日本語）を自由選択

履修として受講することが可能です。 
 
【工学部】 

英語Ⅰ，Ⅱ及び英語Ⅲ，Ⅳは併せて履修することとなりますので，履修の際は注意して下さい。 

学部
１年 ２年

前期 後期 前期 後期

工学部 ６単位
英語Ⅰ 英語Ⅲ

英語Ⅴ 英語Ⅵ
英語Ⅱ 英語Ⅳ

※ 外国人留学生は，１年次前期の履修登録前に必ず日本語プレースメントテストを受けてください。その判定

結果によって，外国語科目の必修科目が決定されます。上級レベルと判定された場合は，英語６単位が必修で

す。上級レベルに達していないと判定された場合は，日本語６単位が必修です。（３年次編入学の外国人留学生

は，原則，「英語」が必修科目ですが，英語の代わりに日本語の履修を希望し，日本語プレースメントテストを

受けた結果，上級レベルに達していないと判定された場合は，日本語６単位を必修とすることができます）。

※ ３年次編入学生は，英語Ⅲ及び英語Ⅳの替わりに，人間理解・言語コミュニケーション分野「グローバル・リ
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II 共通教育科目の履修方法 
 

ここでは，共通教育科目を構成する「入門科目」，「基礎教育科目」及び「共通教養科目」の具体

的な履修方法を説明します。

共通教育科目として修得しなければならない単位数は，教育学部は 単位，工学部及び国際地

域学部は 単位です。その内訳は，「入門科目」として大学教育入門セミナーの２単位，「基礎教育

科目」として教育学部及び工学部８単位，国際地域学部 単位，「共通教養科目」として教育学部

及び国際地域学部 単位，工学部 単位となっています。（ の表参照）

これらの履修に際しては，以下で説明するように，所属する学部や課程・学科等で履修上の条件

や制限が定められており，また，科目によって，履修する学年，学期，クラスなどが指定されてい

ますので，注意してください。

 
１ 入門科目（大学教育入門セミナー） 

入門科目（大学教育入門セミナー）は１年次前期に開講される２単位の必修科目です。授業は

共通講義６回と各学部別の個別授業９回に分かれています。所属する学部等に応じた授業内容と

なっていますので，指定された次のクラスで履修してください。 
【教育学部】 
  ＥＤ－初等（金曜１限） 初等教育コース 

  ＥＤ－中等（金曜１限） 中等教育コース 
【工学部】 

  ＭＳ（木曜２限） 機械・システム工学科 
  ＥＩ（火曜２限） 電気電子情報工学科 
  ＭＢ（月曜３限） 物質・生命化学科 
  ＡＣ（水曜２限） 建築・都市環境工学科 

ＡＰ（水曜２限） 応用物理学科 
【国際地域学部】 
  ＧＣ（金曜１限） 国際地域学科 
 

（注）１年次前期に単位を修得できなかった場合は，再履修しなければなりません。次年度の前期  
に，それぞれの学科クラスで再履修してください。再履修の履修登録については，履修登録 
期間前の教務課からの通知を確認してください。 

 
 
２ 基礎教育科目 

基礎教育科目として修得しなければならない単位数は，学部によって異なっており，以下のと

おりです。 
【教育学部】 

外国語科目４単位，保健体育科目２単位，情報処理基礎科目２単位，合計８単位 
【工学部】 

外国語科目６単位，情報処理基礎科目２単位，合計８単位 
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【国際地域学部】 
外国語科目８単位，情報処理基礎科目２単位，合計 単位 

 
２．１ 外国語科目 

外国語科目として，英語は必修科目です（後述のように，工学部及び国際地域学部の外国人

留学生の場合には，日本語プレースメントテストの結果により英語の代わりに日本語が必修に

指定されることがあります）。その他に第二外国語として，ドイツ語，フランス語，中国語及び

日本語（外国人留学生対象）が開講されています。 
全ての外国語科目は，１科目１単位です。なお，第二外国語科目は，週２回開講のクォータ

制で実施されます。ただし，日本語のみ週１回開講のセメスター制で実施されます。 
教育学部と工学部では，第二外国語は卒業に必要な外国語科目の単位としては算入できませ

ん。教育学部と工学部の学生が第二外国語の科目を履修する場合は，国際地域学部で開講され

ている第二外国語の授業を受けることになります。 
（注）教育学部や工学部の学生が国際地域学部で開講される第二外国語の授業を受けた場合，

当該科目の単位の両学部における扱いには，① 自由選択履修の単位とする（卒業要件単位の

内），② 第二外国語の単位とする（自由科目のため卒業要件単位の外），の２通りがあります。

① のケースについては，３．１の のｃで説明します。学部ごとの外国語科目の履修方法は

次のとおりです。 
【教育学部】 

英語Ⅰ，Ⅱ及び英語Ⅲ，Ⅳは併せて履修することとなりますので，履修の際は注意して下さい。 

学部
１年

前期 後期

教育学部

４単位

英語Ⅰ 英語Ⅲ

英語Ⅱ 英語Ⅳ

※ 外国人留学生も英語４単位が必修です。 
※ 教育学部の学生は，英語のほかに，母語以外の言語（ドイツ語，フランス語，中国語及び日本語）を自由選択

履修として受講することが可能です。 
 
【工学部】 

英語Ⅰ，Ⅱ及び英語Ⅲ，Ⅳは併せて履修することとなりますので，履修の際は注意して下さい。 

学部
１年 ２年

前期 後期 前期 後期

工学部 ６単位
英語Ⅰ 英語Ⅲ

英語Ⅴ 英語Ⅵ
英語Ⅱ 英語Ⅳ

※ 外国人留学生は，１年次前期の履修登録前に必ず日本語プレースメントテストを受けてください。その判定

結果によって，外国語科目の必修科目が決定されます。上級レベルと判定された場合は，英語６単位が必修で

す。上級レベルに達していないと判定された場合は，日本語６単位が必修です。（３年次編入学の外国人留学生

は，原則，「英語」が必修科目ですが，英語の代わりに日本語の履修を希望し，日本語プレースメントテストを

受けた結果，上級レベルに達していないと判定された場合は，日本語６単位を必修とすることができます）。

※ ３年次編入学生は，英語Ⅲ及び英語Ⅳの替わりに，人間理解・言語コミュニケーション分野「グローバル・リ
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２．２ 保健体育科目 
(1) 保健体育科目は，教育学部の学生を対象として，「スポーツ健康科学（a）」が１年次前期に

開講されます。教育学部の学生は，本科目を全員が履修し，２単位を修得することが必要で

す。また，工学部の学生で教員免許状取得希望者を対象として，「スポーツ健康科学（b）」
が３年次前期に開講されます。教員免許状取得希望者は，本科目を履修し，２単位を修得す

ることが必要です。但し，修得した単位は卒業要件外の単位となります。 
(2) 開講時限などは下記のとおりです。 

 

曜日 時限 対 象 保健体育科目 

木 ３ 教育学部 スポーツ健康科学（a） 

水 １ 
工学部 

教員免許状取得希望者 
スポーツ健康科学（b） 

 

(3) 運動対象領域 

ａ．本科目で主に行う運動対象領域としては，次のものがあります。 

体力測定評価，球技（ゴール型，ネット型，ベースボール型），レクリエーショナルスポ

ーツ 

ｂ．身体の障害などで特別の配慮が必要な学生については，ウエルネスクラス（休業期間中

に集中講義）を履修することができます。 

(4) 保健体育科目では，演習形式の授業を実施し，体力測定評価に関する講義及び実習を通し

て，正しい手順や手法による体力の測定方法及び測定結果を評価するための分析方法につ

いて学びます。また，各種球技種目及びレクリエーショナルスポーツに関する講義と実践

を通して，救急法も含めたスポーツ実施のために必要な知識及び技能について学びます。 

(5) その他詳細については，保健体育科目の第１回の授業でオリエンテーションを行い説明し

ます。 

 
２．３ 情報処理基礎科目 

(1) 情報処理基礎科目は１年次前期あるいは後期に開講される２単位の必修科目です。 
(2) 授業は，専用の教室「情報処理演習室」（共用講義棟２階）等で行われます。なお，工学部

電気電子情報工学科は，「計算機室」（総合研究棟Ⅶ（工学系３号館）２階）においても行い

ます。 
(3) すべての学生は各課程・学科毎に指定された次のクラスで履修してください。 

【教育学部】 
数理・データサイエンス入門 

     ＥＤ （後期分散集中） 学校教育課程 
      ※日程・授業方法については別途学生ポータルで指示 
 
 
 
 

 

ーダーシップの開発」を履修することができます。

※ 工学部の学生は，必修の外国語科目のほかに，母語以外の言語（英語，ドイツ語，フランス語，中国語及び日

本語）を自由選択履修として受講することが可能です。

※ 次のとおり「大学以外の教育施設等における学修」として 及び で取得したスコアが指定す

る基準に達した場合は，共通教育科目の外国語科目（英語）の履修と見做し，単位を認定します。

単位の認定を希望する者は，必要書類に公式認定証の写し等を添えて教務課に願い出てください。

学修の内容 授業科目 単位 評価 備 考

以上，又は の

以上のスコア

英語Ⅴ，又は英語Ⅵの

いずれか１科目
１ 認定

公開テストのスコア，又は

の公式テストのスコア（どれも

入学以降に得たスコアで，２年間有

効）に限る。

なお， ｶﾚｯｼﾞ

のスコアは認めない。

以上，又は の

以上のスコア

英語Ⅴ及び英語Ⅵの２

科目
２ 認定

 
 
【国際地域学部】 

学部

１年 １年又は２年

前期
前期 後期

第１クォータ 第２クォータ 第３クォータ 第４クォータ

国際地域学部

８単位

英語Ⅰ

第二外国語Ⅰ 第二外国語Ⅱ 第二外国語Ⅲ 第二外国語Ⅳ
英語Ⅱ

英語Ⅲ

英語Ⅳ

※ 年次前期の専門教育科目としての英語科目を履修しない学生は， 年次から第二外国語を履修することがで

きます。

※ 外国人留学生も英語４単位が必修です。外国人留学生は，１年次前期の履修登録前に必ず日本語プレースメ

ントテストを受けてください。その結果，上級と判定された場合は，第二外国語としてドイツ語，フランス語，

中国語及び日本語の中からいずれかを選択してください。上級に達していないと判定された場合は，第二外国

語として日本語４単位を履修しなければなりません。

【外国人留学生】 
日本語の履修課程は次のとおりです。 

 
学部 前期 後期

工学部

国際地域学部

日本語 （中上級）

日本語 （中上級）

日本語 （中上級）

日本語 （中上級）

日本語 （上級）

日本語 （上級）

日本語 （上級）

日本語 （上級）

※ 外国人留学生は，１年次前期の履修登録前に案内がありますが，必ず日本語プレースメントテストを受けて

ください。詳細は，入学手続き時及び新入生オリエンテーションの際に説明・指示があります。 
工学部編入学の外国人留学生が日本語を履修する場合も，必ず日本語プレースメントテストを受けてくだ

さい。原則，上級クラス（日本語Ｅ～日本語Ｈ）となりますが，プレースメントテストの結果，中上級クラ

ス（日本語Ａ～日本語Ｄ）の履修になることがあります。
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２．２ 保健体育科目 
(1) 保健体育科目は，教育学部の学生を対象として，「スポーツ健康科学（a）」が１年次前期に

開講されます。教育学部の学生は，本科目を全員が履修し，２単位を修得することが必要で

す。また，工学部の学生で教員免許状取得希望者を対象として，「スポーツ健康科学（b）」
が３年次前期に開講されます。教員免許状取得希望者は，本科目を履修し，２単位を修得す

ることが必要です。但し，修得した単位は卒業要件外の単位となります。 
(2) 開講時限などは下記のとおりです。 

 

曜日 時限 対 象 保健体育科目 

木 ３ 教育学部 スポーツ健康科学（a） 

水 １ 
工学部 

教員免許状取得希望者 
スポーツ健康科学（b） 

 

(3) 運動対象領域 

ａ．本科目で主に行う運動対象領域としては，次のものがあります。 

体力測定評価，球技（ゴール型，ネット型，ベースボール型），レクリエーショナルスポ

ーツ 

ｂ．身体の障害などで特別の配慮が必要な学生については，ウエルネスクラス（休業期間中

に集中講義）を履修することができます。 

(4) 保健体育科目では，演習形式の授業を実施し，体力測定評価に関する講義及び実習を通し

て，正しい手順や手法による体力の測定方法及び測定結果を評価するための分析方法につ

いて学びます。また，各種球技種目及びレクリエーショナルスポーツに関する講義と実践

を通して，救急法も含めたスポーツ実施のために必要な知識及び技能について学びます。 

(5) その他詳細については，保健体育科目の第１回の授業でオリエンテーションを行い説明し

ます。 

 
２．３ 情報処理基礎科目 

(1) 情報処理基礎科目は１年次前期あるいは後期に開講される２単位の必修科目です。 
(2) 授業は，専用の教室「情報処理演習室」（共用講義棟２階）等で行われます。なお，工学部

電気電子情報工学科は，「計算機室」（総合研究棟Ⅶ（工学系３号館）２階）においても行い

ます。 
(3) すべての学生は各課程・学科毎に指定された次のクラスで履修してください。 

【教育学部】 
数理・データサイエンス入門 

     ＥＤ （後期分散集中） 学校教育課程 
      ※日程・授業方法については別途学生ポータルで指示 
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知識を修得することを目的としています。「均等履修」は，教養教育科目群の多様な分野にわた

って広く教養を身につけることを目的としています。「自由選択履修」は，各自の興味や関心に

応じて選択した科目を履修して知識や教養をさらに高めることを目的としています。 
具体的な履修方法は以下で説明しますが，「コア履修」，「均等履修」及び「自由選択履修」の

各々について学部ごとに定められた単位数を修得しなければなりません。 
(1) コア履修 

ａ．教育学部及び国際地域学部の学生は，地域コア科目群の３分野の中から異なる２分野を

選択し，各分野から１科目ずつ計２科目を履修し，合計４単位を修得しなければなりま

せん。 
ｂ．工学部の学生は，地域コア科目群の３分野の中から異なる２分野を選択し，各分野から

１科目ずつ計２科目を履修し，さらに必修科目として「持続可能な社会・環境づくり分

野」の『科学技術と倫理』（必修）を履修し，合計６単位を修得しなければなりません。 
(2) 均等履修 

ａ．教育学部の学生は，教養教育科目群の「人間理解・言語コミュニケーション分野」と「歴

史・文化理解分野」から２科目，「社会経済分野」と「科学技術分野」から『日本国憲

法』を含む２科目を履修し，合計４科目８単位を修得しなければなりません。 
ｂ．工学部及び国際地域学部の学生は，教養教育科目群の「人間理解・言語コミュニケーシ

ョン分野」と「歴史・文化理解分野」から２科目，「社会経済分野」と「科学技術分野」

から２科目を履修し，合計４科目８単位を修得しなければなりません。 
(3) 自由選択履修 

ａ．教育学部及び国際地域学部の学生は，地域コア科目群，教養教育科目群及び教養専門教

育科目群の中から２科目（４単位）以上を自由に選択し，コア履修，均等履修及び自由

選択履修の合計修得単位数が 16 単位以上になるまで履修しなければなりません。 
ｂ．工学部の学生は，地域コア科目群，教養教育科目群及び教養専門教育科目群の中から２

科目（４単位）以上を自由に選択し，コア履修，均等履修及び自由選択履修の合計修得

単位数が 18 単位以上になるまで履修しなければなりません。 
ｃ．教育学部及び工学部の学生は，国際地域学部で開講されている第二外国語科目（ドイツ

語科目，フランス語科目及び中国語科目）の授業を受講して，その単位を各自の学部の

自由選択履修の単位とすることができます。なお，国際地域学部の第二外国語科目の授

業はクォータ制で実施されます（週２回開講）。履修を希望する場合，共通教育履修登

録期間中に教務課にて別途事前に手続する必要があります。 
 
 ３．２ 履修制限 

 (1) 各自が所属する学部，課程又は学科の定めや資格取得の要件などにより，履修しなけれ

ばならない科目や，履修できない科目が指定されている場合があります。科目を選択する

際には，p.31 表３を十分に確認してください。 

 (2) 科目によっては，履修内容が酷似している科目があり，それらは同一科目としてみなさ

れ，重複して履修できない場合があります。科目を選択する際は，p.31 の表４を十分確認

してください。 

 

【工 学 部】 
情報処理基礎 

  ＭＳ－１（月曜３限） 機械・システム工学科  
  ＭＳ－２（木曜４限） 機械・システム工学科  
  ＥＩ－１（月曜３限） 電気電子情報工学科 別途，  
  ＥＩ－２（月曜５限） 電気電子情報工学科 学生ポータルで指示 
  ＭＢ－１（水曜３限） 物質・生命化学科  
  ＭＢ－２（金曜１限） 物質・生命化学科  
  ＡＣ （火曜２限） 建築・都市環境工学科  

ＡＰ （火曜４限） 応用物理学科  
【国際地域学部】 

情報処理基礎 
  ＧＣ （月曜１限） 国際地域学科  
この科目の予習・復習・課題への対応などのために，「情報処理演習室」を利用することが

できます。積極的に活用してください。ただし，利用する際は，教職員の指示に従い，情報

処理演習室に掲示されている「利用心得」を厳守してください。利用時間は平日午前８時半

から午後７時半までです。 
 
２．４ 基礎教育科目の再履修について 

１年次に単位を修得できなかった場合は，再履修しなければなりません。次年度に，それ

ぞれの学科クラスで再履修してください。工学部の情報処理科目については，学科の担当教

員に受講クラスを事前に相談してください。 
また，英語の再履修については，教育学部及び工学部は再履修クラスを，国際地域学部は

同科目を再び受講してください。 
再履修の履修登録については，履修登録期間前の教務課からの通知を確認してください。 

 
 
３ 共通教養科目 

共通教養科目として修得しなければならない単位数は，教育学部及び国際地域学部の場合

単位，工学部の場合 単位です。概ね，１年次から３年次までの間に履修してください。但し，

各学部で定められているキャップ制（履修単位数の制限）及び留学プログラム等の理由による場

合は，この限りではありません。 
共通教養科目は，地域コア科目群と教養教育科目群さらに教養専門教育科目群からなります。

それぞれの科目群は，さらに学習目標別の「分野」で構成されています。各科目の分類と科目名

は ～ の表２のとおりですが，これらの中から，以下で説明する履修方法に従って科目

を選択し，学部ごとに定められた上記の合計単位数を修得しなければなりません。

 
３．１ 履修方法 

共通教養科目の履修は，「コア履修」，「均等履修」及び「自由選択履修」の３つに分けて行い

ます。「コア履修」は，地域社会の諸課題を理解し，それに対処できる能力を養うための基礎的
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知識を修得することを目的としています。「均等履修」は，教養教育科目群の多様な分野にわた

って広く教養を身につけることを目的としています。「自由選択履修」は，各自の興味や関心に

応じて選択した科目を履修して知識や教養をさらに高めることを目的としています。 
具体的な履修方法は以下で説明しますが，「コア履修」，「均等履修」及び「自由選択履修」の

各々について学部ごとに定められた単位数を修得しなければなりません。 
(1) コア履修 

ａ．教育学部及び国際地域学部の学生は，地域コア科目群の３分野の中から異なる２分野を

選択し，各分野から１科目ずつ計２科目を履修し，合計４単位を修得しなければなりま

せん。 
ｂ．工学部の学生は，地域コア科目群の３分野の中から異なる２分野を選択し，各分野から

１科目ずつ計２科目を履修し，さらに必修科目として「持続可能な社会・環境づくり分

野」の『科学技術と倫理』（必修）を履修し，合計６単位を修得しなければなりません。 
(2) 均等履修 

ａ．教育学部の学生は，教養教育科目群の「人間理解・言語コミュニケーション分野」と「歴

史・文化理解分野」から２科目，「社会経済分野」と「科学技術分野」から『日本国憲

法』を含む２科目を履修し，合計４科目８単位を修得しなければなりません。 
ｂ．工学部及び国際地域学部の学生は，教養教育科目群の「人間理解・言語コミュニケーシ

ョン分野」と「歴史・文化理解分野」から２科目，「社会経済分野」と「科学技術分野」

から２科目を履修し，合計４科目８単位を修得しなければなりません。 
(3) 自由選択履修 

ａ．教育学部及び国際地域学部の学生は，地域コア科目群，教養教育科目群及び教養専門教

育科目群の中から２科目（４単位）以上を自由に選択し，コア履修，均等履修及び自由

選択履修の合計修得単位数が 16 単位以上になるまで履修しなければなりません。 
ｂ．工学部の学生は，地域コア科目群，教養教育科目群及び教養専門教育科目群の中から２

科目（４単位）以上を自由に選択し，コア履修，均等履修及び自由選択履修の合計修得

単位数が 18 単位以上になるまで履修しなければなりません。 
ｃ．教育学部及び工学部の学生は，国際地域学部で開講されている第二外国語科目（ドイツ

語科目，フランス語科目及び中国語科目）の授業を受講して，その単位を各自の学部の

自由選択履修の単位とすることができます。なお，国際地域学部の第二外国語科目の授

業はクォータ制で実施されます（週２回開講）。履修を希望する場合，共通教育履修登

録期間中に教務課にて別途事前に手続する必要があります。 
 
 ３．２ 履修制限 

 (1) 各自が所属する学部，課程又は学科の定めや資格取得の要件などにより，履修しなけれ

ばならない科目や，履修できない科目が指定されている場合があります。科目を選択する

際には，p.31 表３を十分に確認してください。 

 (2) 科目によっては，履修内容が酷似している科目があり，それらは同一科目としてみなさ

れ，重複して履修できない場合があります。科目を選択する際は，p.31 の表４を十分確認

してください。 
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５ まとめ 
これまで述べたように，共通教育で修得しなければならない単位の合計は，教育学部の学生は 26

単位，工学部及び国際地域学部の学生は 28 単位です。以下の表は，それらの内訳の概要をまとめた

ものです。修得すべき単位をもう一度確認してください。 
 

共通教養科目における各学部の履修方法及び修得要件単位 
 

学  部 教育学部 工学部 国際地域学部 

卒業要件単位 ２６単位 ２８単位 ２８単位 

入門科目 ２単位 ２単位 ２単位 

 （２単位）（必修） 
大学教育入門セミナー ２ ２ ２ 

基礎教育科目 ８単位 ８単位 １０単位 

 
 

内 
 

 

訳 

外国語科目（各科目１単位）（必修） 
英語Ⅰ～Ⅵ＊１ ４ ６ ４ 

（選択必修）（各科目１単位） 
ドイツ語・フランス語・中国語Ⅰ～Ⅳ＊２   ４ 

保健体育科目（１科目２単位）（選択必修） 
スポーツ健康科学 ２   

情報処理基礎科目（１科目２単位）（必修） 
情報処理基礎（工学・国際地域） 
数理・データサイエンス入門（教育） 

２ ２ ２ 

共通教養科目 １６単位 １８単位 １６単位 

 
 
 

 

内 
 
 

訳 

地域コア科目群（コア履修） 
・ものづくり・産業振興・技術経営分野 
・持続可能な社会・環境づくり分野 
・原子力・エネルギー分野 

４＊３ 

４＊５ 

６＊３ 

４＊５ 

４＊３ 

４＊５ 

教養教育科目群（均等履修） 
・人間理解・言語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ分野 
・歴史・文化理解分野 
・社会経済分野 
・科学技術分野 

８＊４ ８＊４ ８＊４ 

教養専門教育科目群 
・教育学分野 
・工学分野 
・国際地域学分野 

   

 
斜字は，主な授業科目名である。 
 
＊１ 工学部及び国際地域学部の外国人留学生は，入学時の日本語プレースメントテストの結果により，外国語科目として日本

語の履修が必要となることがある。 
 
＊２ 国際地域学部の外国語科目（ドイツ語・フランス語・中国語）は，１科目週２回開講のクォータ制で実施する。 
 
＊３ コア履修は，３分野の中から２分野を選択し，各分野で１科目以上選択必修（２科目４単位）。なお，工学部はこれとは別

に「持続可能な社会・環境づくり分野」の『科学技術と倫理』を必修科目とする。 
 
＊４ 均等履修は，「人間理解・言語コミュニケーション分野」と「歴史・文化理解分野」の内から２科目４単位，並びに「社会

経済分野」と「科学技術分野」の内から２科目４単位を選択必修。なお，教育学部は「社会経済分野」の『日本国憲法』を必修科

目とする。 
 
＊５ コア履修及び均等履修の他に，自由選択履修として地域コア科目群，教養教育科目群並びに教養専門教育科目群から各学

部の共通教養科目要件単位数に達するまで履修。また，教育学部と工学部は第二外国語を自由選択履修に含めることができる。 

 

 

開講している科目でも，入学年度によっては履修要件，履修方法が異なるため，履修対

象外科目の場合があります。授業時間割表の備考欄（注意事項）を確認してください。 
 

３．３ 開講曜日・時間 
共通教養科目は，前期には月曜日（２限），火曜日（１限），木曜日（１限），後期には月

曜日（１限），火曜日（２限），木曜日（１限）のいずれかに開講されます。１年次から３

年次までの間，原則として上記の時間帯に専門教育科目は開講されません。 
工学部必修科目の「科学技術と倫理」は前述 とは異なった時間枠に開講されます。

後期の時間割を確認し，自学科クラスで履修してください。 
  ＭＳ（火曜１限） 機械・システム工学科 
  ＥＩ（水曜１限） 電気電子情報工学科 
  ＭＢ（月曜５限） 物質・生命化学科 
  ＡＣ・ＡＰ（金曜１限） 建築・都市環境工学科，応用物理学科 

各科目が開講される学期，曜日，時限及び講義室や対象とする学年や受入数の限度など

は，授業時間割表（共通教育科目）に示されています。 
 
 
４ 教員免許状取得希望者の必修科目 

幼稚園，小学校，中学校，高等学校又は特別支援学校の教諭の普通免許状（工学部の学生は，

高等学校の理科，工業に限る）を取得しようとする者は，共通教育科目から次の科目の単位を必

ず修得しなければなりません。ただし，国際地域学部学生は教員免許状を取得することはできま

せん。 
１．教育学部の学生 

      「日本国憲法」（２単位）・・・［＝日本国憲法］ 
      「スポーツ健康科学（ ）」（２単位）・・・［＝体育］ 
      「英語」（２単位）・・・［＝外国語コミュニケーション］  
      「数理・データサイエンス入門」（２単位）・・・ 

［＝数理、データ活用及び人工知能に関する科目］  
２．工学部の学生 
「憲法概論」（２単位）・・・［＝日本国憲法］ 

      「スポーツ健康科学（ ）」（２単位）・・・［＝体育］（卒業要件外） 
      「英語」（２単位）・・・［＝外国語コミュニケーション］  
      「情報処理基礎」（２単位）・・・［＝情報機器の操作］  

「自然史と生物◆」，「植物の生活史と進化◆
」 

注 上の［ ］の中の科目名は，免許法施行規則第 条の６で定められている科目です。 
◆印の科目は，工学部の学生が高等学校教諭（理科）の一種免許取得のため必要な教科に

関する必修科目です。 
外国人留学生で，日本の教員免許状を取得しようとする場合は，留学生担当の教員や教務

課で相談してください。 
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５ まとめ 
これまで述べたように，共通教育で修得しなければならない単位の合計は，教育学部の学生は 26

単位，工学部及び国際地域学部の学生は 28 単位です。以下の表は，それらの内訳の概要をまとめた

ものです。修得すべき単位をもう一度確認してください。 
 

共通教養科目における各学部の履修方法及び修得要件単位 
 

学  部 教育学部 工学部 国際地域学部 

卒業要件単位 ２６単位 ２８単位 ２８単位 

入門科目 ２単位 ２単位 ２単位 

 （２単位）（必修） 
大学教育入門セミナー ２ ２ ２ 

基礎教育科目 ８単位 ８単位 １０単位 

 
 

内 
 

 

訳 

外国語科目（各科目１単位）（必修） 
英語Ⅰ～Ⅵ＊１ ４ ６ ４ 

（選択必修）（各科目１単位） 
ドイツ語・フランス語・中国語Ⅰ～Ⅳ＊２   ４ 

保健体育科目（１科目２単位）（選択必修） 
スポーツ健康科学 ２   

情報処理基礎科目（１科目２単位）（必修） 
情報処理基礎（工学・国際地域） 
数理・データサイエンス入門（教育） 

２ ２ ２ 

共通教養科目 １６単位 １８単位 １６単位 

 
 
 

 

内 
 
 

訳 

地域コア科目群（コア履修） 
・ものづくり・産業振興・技術経営分野 
・持続可能な社会・環境づくり分野 
・原子力・エネルギー分野 

４＊３ 

４＊５ 

６＊３ 

４＊５ 

４＊３ 

４＊５ 

教養教育科目群（均等履修） 
・人間理解・言語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ分野 
・歴史・文化理解分野 
・社会経済分野 
・科学技術分野 

８＊４ ８＊４ ８＊４ 

教養専門教育科目群 
・教育学分野 
・工学分野 
・国際地域学分野 

   

 
斜字は，主な授業科目名である。 
 
＊１ 工学部及び国際地域学部の外国人留学生は，入学時の日本語プレースメントテストの結果により，外国語科目として日本

語の履修が必要となることがある。 
 
＊２ 国際地域学部の外国語科目（ドイツ語・フランス語・中国語）は，１科目週２回開講のクォータ制で実施する。 
 
＊３ コア履修は，３分野の中から２分野を選択し，各分野で１科目以上選択必修（２科目４単位）。なお，工学部はこれとは別

に「持続可能な社会・環境づくり分野」の『科学技術と倫理』を必修科目とする。 
 
＊４ 均等履修は，「人間理解・言語コミュニケーション分野」と「歴史・文化理解分野」の内から２科目４単位，並びに「社会

経済分野」と「科学技術分野」の内から２科目４単位を選択必修。なお，教育学部は「社会経済分野」の『日本国憲法』を必修科

目とする。 
 
＊５ コア履修及び均等履修の他に，自由選択履修として地域コア科目群，教養教育科目群並びに教養専門教育科目群から各学

部の共通教養科目要件単位数に達するまで履修。また，教育学部と工学部は第二外国語を自由選択履修に含めることができる。 
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８．履修登録が確定した科目の登録変更は認められません。ただし，指定された期間のみ教務課

で所定の手続きにより履修取り消しを願い出ることができます（科目の追加や変更ではあり

ません）。履修取り消しの対象科目は，共通教養科目のみで，入門科目及び基礎教育科目はで

きません。

９ 共通教育が指定した期間終了後の取り消しは認めません。また，履修取り消しの手続きをし

ないで履修を中止した科目の成績は不可又はＦとして扱います。

．抽選の結果，共通教養科目履修（教養専門教育科目群を除く）が２科目以下の場合には，履

修取り消し期間を経て履修可能な人数に余裕がある科目について，最大３科目に達するまで

履修登録の追加が認められます。追加登録受付の日程・手続きの方法については，学生ポー

タルを確認してください。

．単位を修得した科目を再度履修することはできません。
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III 共通教育科目の履修登録方法 

これまで共通教育科目の履修方法を説明しましたが，それらを実際に履修するためには，各学期

が始まる前の所定の履修登録期間に，自分が履修しようとする科目を学生ポータルの履修登録画面

より申請しなければなりません。このことを履修登録といいます。履修登録を行い，抽選により履

修登録できた科目を学生ポータルから確認します。

これから，その手続きを説明しますが，履修が認められていない科目の授業に出席しても単位を

修得することはできませんので注意してください。英語については，新入生ガイダンス資料で説明

しますが，履修登録は教務課が担当教員からのクラス分けの指示により代行するため，原則不要で

す。

以下に，履修登録から，履修科目が確定されるまでの手続きを説明します。

１．各学期の始まる前に，この「履修手引」と「授業時間割表（共通教育科目）」及び「共通教育

科目シラバス」によって履修計画をたて，各自の毎学期の時間割表を作成してください。「共

通教育科目シラバス」は大学ＨＰよりＷＥＢで閲覧可能です。

２．共通教養科目の選択にあたっては，コア履修，均等履修及び自由選択履修の区分ごとに修得

すべき単位数が定められていますので，注意してください。履修した科目については，その

単位修得状況を各学期末の指定された期間に公開される学業成績で確認し，修得すべき残り

の単位数を把握して計画的な履修に努めてください。

修得する単位を，卒業要件となる「コア履修」，「均等履修」及び「自由選択履修」のいず

れの単位にするかは，自分で決めます。

３．共通教養科目は，各曜日について第３希望までを履修登録します。何曜日にどの科目が開講

されているかは授業時間割表（共通教育科目）に記載されています。

科目の選択にあたっては，「共通教育科目シラバス」をよく読んで，授業概要，達成目標，

授業内容を理解してください。また，履修制限（ 及び授業時間割表の備考欄等）に注意

してください。

共通教養科目において，履修希望者が受講定員数を超えた場合（受講希望倍率 超過），

履修者の確定は抽選となります。前の学期や年度に履修を認められた科目が不合格（不可又

はＦ）だった場合，当該科目の当選率が低くなります。また，前の学期に不合格となった抽

選対象科目（共通教養科目）の単位数に応じてペナルティが加算され，履修登録が難しくな

ることがありますので，注意してください。

４．所定の履修科目登録日（期間）までに履修を希望する科目を決め，学生ポータルにログイン

し履修登録をしてください。

５．所定の履修登録期間終了後は，原則として履修科目の変更や追加は認められません。

６．病気その他のやむを得ない理由で履修科目登録日（期間）に履修登録が出来なかった場合は，

医師の診断書又はその理由を証明する書類（事故証明等）を添えて教務課に願い出てくださ

い。

７．履修登録した科目は抽選作業後，履修できることが確定したら，所定の履修確定科目通知日

に学生ポータルにより通知しますので，必ず自身で履修確定科目を確認してください。
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８．履修登録が確定した科目の登録変更は認められません。ただし，指定された期間のみ教務課

で所定の手続きにより履修取り消しを願い出ることができます（科目の追加や変更ではあり

ません）。履修取り消しの対象科目は，共通教養科目のみで，入門科目及び基礎教育科目はで

きません。

９ 共通教育が指定した期間終了後の取り消しは認めません。また，履修取り消しの手続きをし

ないで履修を中止した科目の成績は不可又はＦとして扱います。

．抽選の結果，共通教養科目履修（教養専門教育科目群を除く）が２科目以下の場合には，履

修取り消し期間を経て履修可能な人数に余裕がある科目について，最大３科目に達するまで

履修登録の追加が認められます。追加登録受付の日程・手続きの方法については，学生ポー

タルを確認してください。

．単位を修得した科目を再度履修することはできません。
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（ ） 段階評価の場合 
評価 

(評語) 
ＧＰ 評価基準 評価点 

Ａ+ 目標を完全に達成し，傑出した水準に達して

いる。
点～ 点

Ａ 目標をほぼ完全に達成し，きわめて優秀な成

果をあげている。
点～ 点

Ａ－ 目標をほぼ完全に達成し，優秀な成果をあげ

ている。
点～ 点

Ｂ+ 目標を十分に達成しており，優秀な部分も多

くみられる。
点～ 点

Ｂ 目標を十分に達成している。 点～ 点

Ｂ－ 目標を十分に達成しているが，一部について

改善の余地がある。
点～ 点

Ｃ+ 目標を概ね達成し，優秀な部分もみられる。 点～ 点

Ｃ 目標を概ね達成している。 点～ 点

Ｃ－ 目標を概ね達成しているが，一部さらなる学

修を必要とする部分も残る。
点～ 点

Ｄ+ 最低限の目標は達成しており，中には優秀な

部分もみられる。
点～ 点

Ｄ 最低限の目標は達成している。 点～ 点

Ｄ－ 最低限の目標は達成しているが，一部さらな

る学修を必要とする部分も残る。
点～ 点

Ｆ 目標を達成していない。 点～ 点
 

の評語は，英文証明書等にあっては，秀，優，良，可，不可を，Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｆと読みか

えます。 
それぞれの科目の成績評価方法については，共通教育科目シラバスに記載してあります。

２ 出席について

各科目の授業に，原則として毎回出席しなければなりません。やむを得ず欠席する場合は，担

当教員に申し出てください。授業時間数のうち３分の１以上欠席（ 回授業の５回以上を欠席）

した科目の成績は不合格（不可又はＦ）となります。

３ 履修を中止した場合

の 共通教育科目の履修登録方法に記載してあるとおり，履修取消しの手続きをしな

いで履修を途中で中止した場合には，原則としてその科目の成績を不合格（不可又はＦ）としま

す。
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IV 共通教育科目の授業日程と履修科目登録期間

共通教育の授業は前期と後期の２学期制で行われます（国際地域学部対象の日本語以外の第二外

国語科目では各学期が更に前半と後半に分けられるクォータ制となります）。授業日程や履修科目

登録期間などの日程は授業時間割表（共通教育科目）に記載されています。（臨時の休講・補講など

の変更は，学生ポータル・掲示等によって通知されます）。

１日の時間割は１限から５限に区分され，各時限は 分です。各時限の時間は次の表のとおり

です（※状況によっては，６限に開講する授業もあり得ます）。

１限 ： ～ ：

２限 ： ～ ：

３限 ： ～ ：

４限 ： ～ ：

５限 ： ～ ：

※６限 ： ～ ：

 
 
V 成績評価と単位の修得

１ 成績と合否の判定及び成績評価基準

成績の判定は，平素の学習状況，試験及びその他の審査等により総合的に行います。成績は

秀，優，良，可，不可の５段階で評価します。成績が秀，優，良，可の場合は合格となり，当該

科目の単位を修得したことが認められます。不可の場合は不合格となり，単位を修得できませ

ん。

但し，国際地域学部は，Ａ ～Ｄ を合格とし，Ｆを不合格とする 段階評価において単位の修

得に対応します。

成績評価の基準は次のとおりです。

５段階評価の場合 
評価 

(評語) 
ＧＰ 評価基準 評価点 

秀 ４ 目標を十分に達成し，きわめて優秀な成果を
あげている。 点～ 点

優 ３ 目標を十分に達成している。 点～ 点

良 ２ 目標を概ね達成している。 点～ 点

可 １ 目標を最低限達成している。 点～ 点

不可 ０ 目標を達成していない。 点～ 点
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（ ） 段階評価の場合 
評価 

(評語) 
ＧＰ 評価基準 評価点 

Ａ+ 目標を完全に達成し，傑出した水準に達して

いる。
点～ 点

Ａ 目標をほぼ完全に達成し，きわめて優秀な成

果をあげている。
点～ 点

Ａ－ 目標をほぼ完全に達成し，優秀な成果をあげ

ている。
点～ 点

Ｂ+ 目標を十分に達成しており，優秀な部分も多

くみられる。
点～ 点

Ｂ 目標を十分に達成している。 点～ 点

Ｂ－ 目標を十分に達成しているが，一部について

改善の余地がある。
点～ 点

Ｃ+ 目標を概ね達成し，優秀な部分もみられる。 点～ 点

Ｃ 目標を概ね達成している。 点～ 点

Ｃ－ 目標を概ね達成しているが，一部さらなる学

修を必要とする部分も残る。
点～ 点

Ｄ+ 最低限の目標は達成しており，中には優秀な

部分もみられる。
点～ 点

Ｄ 最低限の目標は達成している。 点～ 点

Ｄ－ 最低限の目標は達成しているが，一部さらな

る学修を必要とする部分も残る。
点～ 点

Ｆ 目標を達成していない。 点～ 点
 

の評語は，英文証明書等にあっては，秀，優，良，可，不可を，Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｆと読みか

えます。 
それぞれの科目の成績評価方法については，共通教育科目シラバスに記載してあります。

２ 出席について

各科目の授業に，原則として毎回出席しなければなりません。やむを得ず欠席する場合は，担

当教員に申し出てください。授業時間数のうち３分の１以上欠席（ 回授業の５回以上を欠席）

した科目の成績は不合格（不可又はＦ）となります。

３ 履修を中止した場合

の 共通教育科目の履修登録方法に記載してあるとおり，履修取消しの手続きをしな

いで履修を途中で中止した場合には，原則としてその科目の成績を不合格（不可又はＦ）としま

す。
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VI 既修得単位の認定と他大学等授業科目の履修 

 

１ 既修得科目（単位）の認定について 

１．学則第 51 条の規定に基づき，本学に入学する以前に他大学等で修得した単位を，本学の単位

として認定を受けることができます。認定を希望する場合は，所定の期日（掲示等で指示さ

れます）までに，次の書類を教務課に提出してください。 

   （１）既修得単位認定願（別紙様式は省略） 

    （２）在学期間証明書又は卒業証明書 

    （３）成績証明書 

    （４）講義概要等（写し可） 

２．既修得単位が認定されたときは，「単位認定通知書」により本人に通知します。 

３．既修得単位の認定及びその申請などについては，あらかじめ教務課で相談してください。 

 

 

２ 他大学等との単位互換制度について 

 １．福井県内大学等間単位互換制度（１年次後期以降の学生対象） 

 この制度は，本学在学中に協定校（福井県立大学，仁愛大学，仁愛女子短期大学，福井工業

高等専門学校，福井工業大学，敦賀市立看護大学，福井医療大学）において履修した授業科目

の単位を，本学において履修した単位として認定する制度です。共通教養科目としての履修は，

１学期につき３科目以内に制限されます。 

 年度によって，出願期間，提供科目など変更されますので，希望者は福井大学 HP（学生生活・

就職＞教務関係＞共通履修制度等＞福井県内大学大学等間単位互換について https://www.u-

fukui.ac.jp/cont_life/academic/common/unit-compatibility/）を参照して，出願期間中に教

務課で手続きしてください。なお，聴講希望者が多数の場合は，抽選にて選考を行う場合があ

ります。 

 ２．ＦＡＡ（ふくいアカデミックアライアンス）事業（大学連携開放科目） 

県内の大学が地域志向や実践・課題解決型の授業並びに大学特有の特色ある科目を開放し，

相互に単位を認定するというものです。履修できる科目や方法，時間割などは前述の県内大学

等間単位互換制度のものとは異なります。サテライトキャンパスで他大学の学生と一緒に学び

たい方，他大学の授業に興味がある方は，教務課からの履修方法の通知を確認して履修希望を

申請してください。（事前に教務課へ相談・確認することを推奨します） 

また，これらの科目や各大学が設定する地域志向及び実践・課題解決型の授業を履修するこ

とで，地域課題等を解決し地域社会に貢献できる人材を育成し認定する「ふくい地域創生士認

定制度」も同時に実施されます。本学共通教育における科目名は p.24 表２に☆印で表記して

ありますが，開放科目の内容，履修手続き・方法及び「ふくい地域創生士認定制度」について

は，大学教育入門セミナーにて具体的に説明します。 

 

 

 

 

４ 試験について

試験は原則として，授業期間終了後に設定された試験期間に実施されます 定期試験 。試験の

際は，学生証を持参し，求めに応じて提示しなければなりません。

不正行為は絶対に行わないでください。不正行為をした場合には，本学学則第 条及び本学学

生懲戒規程によって懲戒処分されるばかりでなく，原則として当該学期に履修登録した共通教育

科目の成績評価はすべて「不可」又は「Ｆ」となります。

以上の措置は，学年暦に定める試験期間外に行う試験（追試験等）における不正行為に対して

も適用されます。また，レポート等が成績評価に含められる場合に，盗作・剽窃を行うことや他

人が作成したものを提出することも不正行為として，同様の取り扱いとなります。 

５ 追試験について

病気その他のやむを得ない事情により定期試験を欠席した場合は，医師の診断書か，その他事

情を証明する書類を添えて，その事由が発生したときから２週間以内に追試験を願い出ることが

できます。教務課に申し出てください。

６ （国際地域学部生のみ対象）留学時の「科目未修了」（Ｉ： ）の取扱いについて

留学に伴って共通教育科目の履修期間が影響を受け，成績評価にかかる定期試験の受験や期末

レポートの提出等に支障をきたす場合，当該授業の欠席回数が５回未満（留学による欠席を含む）

に限り，「科目未終了」を願い出ることができます。留学を予定している場合は事前に教務課に相

談し，日程が決定次第，申し出てください。
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VI 既修得単位の認定と他大学等授業科目の履修 

 

１ 既修得科目（単位）の認定について 

１．学則第 51 条の規定に基づき，本学に入学する以前に他大学等で修得した単位を，本学の単位

として認定を受けることができます。認定を希望する場合は，所定の期日（掲示等で指示さ

れます）までに，次の書類を教務課に提出してください。 

   （１）既修得単位認定願（別紙様式は省略） 

    （２）在学期間証明書又は卒業証明書 

    （３）成績証明書 

    （４）講義概要等（写し可） 

２．既修得単位が認定されたときは，「単位認定通知書」により本人に通知します。 

３．既修得単位の認定及びその申請などについては，あらかじめ教務課で相談してください。 

 

 

２ 他大学等との単位互換制度について 

 １．福井県内大学等間単位互換制度（１年次後期以降の学生対象） 

 この制度は，本学在学中に協定校（福井県立大学，仁愛大学，仁愛女子短期大学，福井工業

高等専門学校，福井工業大学，敦賀市立看護大学，福井医療大学）において履修した授業科目

の単位を，本学において履修した単位として認定する制度です。共通教養科目としての履修は，

１学期につき３科目以内に制限されます。 

 年度によって，出願期間，提供科目など変更されますので，希望者は福井大学 HP（学生生活・

就職＞教務関係＞共通履修制度等＞福井県内大学大学等間単位互換について https://www.u-

fukui.ac.jp/cont_life/academic/common/unit-compatibility/）を参照して，出願期間中に教

務課で手続きしてください。なお，聴講希望者が多数の場合は，抽選にて選考を行う場合があ

ります。 

 ２．ＦＡＡ（ふくいアカデミックアライアンス）事業（大学連携開放科目） 

県内の大学が地域志向や実践・課題解決型の授業並びに大学特有の特色ある科目を開放し，

相互に単位を認定するというものです。履修できる科目や方法，時間割などは前述の県内大学

等間単位互換制度のものとは異なります。サテライトキャンパスで他大学の学生と一緒に学び

たい方，他大学の授業に興味がある方は，教務課からの履修方法の通知を確認して履修希望を

申請してください。（事前に教務課へ相談・確認することを推奨します） 

また，これらの科目や各大学が設定する地域志向及び実践・課題解決型の授業を履修するこ

とで，地域課題等を解決し地域社会に貢献できる人材を育成し認定する「ふくい地域創生士認

定制度」も同時に実施されます。本学共通教育における科目名は p.24 表２に☆印で表記して

ありますが，開放科目の内容，履修手続き・方法及び「ふくい地域創生士認定制度」について

は，大学教育入門セミナーにて具体的に説明します。 
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表表１１ 共共通通教教育育科科目目のの学学習習目目標標
 
【【入入門門科科目目（（大大学学教教育育入入門門セセミミナナーー））のの学学習習目目標標】】  
 

科目 学習目標 

大学教育入門

セミナー 

本授業は，新入生を対象に，豊かな人間性と専門性を兼ね備えた社会人へと成長

するための，高い意識と覚悟を持って，大学生活をスタートさせるための手がか

りを得ることを目標とする。学生は以下の項目を学習し，修得することを目標と

する。 
心身共に健康で有意義に学生生活を送るために必要な社会的判断力・知識

の習得。

自律的に学ぶことの重要性の認識・理解と，その実践態度を会得するため

の手がかりを得る。

共通教育と専門教育の意義・役割の理解。

将来に向けたキャリアデザインの重要性の自覚と，学修を通じた自己成長・

自己育成の重要性の認識。 
  
【【基基礎礎教教育育科科目目のの学学習習目目標標】】  
 

科目 学習目標 

保健体育科目 
保健体育科目は，各種身体運動の実践を通して，スポーツや運動に関する技能や

知識，並びにコミュニケーション能力を身につけることによって，健康で明るい

学生生活，ひいては生涯を通じた健康生活の基礎を築くことを目標とする。 

 
科目 学習目標 

情報処理基礎

科目 

（情報処理基礎） 
大学における講義や実験・実習などを受講したり，研究を進めたりする上で必須

となるコンピュータや情報ネットワークを正しく活用するための基礎知識と情

報処理技術を修得し，高度情報化社会で必要とされる情報活用能力を養うことを

目標とする。学生は以下の項目を学習し，修得することを目標とする。

コンピュータの基本的な使用方法

大学のシステムや電子メール，オフィスソフトの使用方法と留意点

情報モラルと情報セキュリティ

所属する学部や学科等で必要となる情報処理技術 
（数理・データサイエンス入門） 
今後のデジタル社会において，数理・データサイエンス・AI を日常の生活，仕事

等の場で使いこなすことができる基礎的素養を主体的に身に付けるとともに，数

理・データサイエンス・AI に関する事項を扱う際には，人間中心の適切な判断が

でき，不安なく自らの意志で AI 等の恩恵を享受し，これらを説明し，活用でき

るようになることを目標とする。 

- 21 -

 

３ 放送大学との単位互換制度について 

１．共通教育科目の内，共通教養科目の履修については，放送大学との単位互換制度を利用し，

教養科目等の履修によって代替することができます。 

２．履修可能な科目については，教務課で閲覧できる資料によって確認ください。 

３．助言教員とも相談して，履修を希望する科目が決まったら，所定の期間（掲示等で指示され

ます）の内に特別聴講学生出願票を所属する学部の長へ提出してください。この際，共通教

養科目としての認定を希望する場合は，別途「放送大学との単位互換における履修認定願」

を併せて提出してください。認定できるのは自由選択履修２単位のみです。履修認定の可否

については，文京地区共通教育委員会で審議の上「履修認定通知書」により通知されます。 

なお，「特別聴講学生」としての入学に伴う検定料・入学料は徴収されませんが，授業料は

徴収されます。 

４．履修した科目の単位が修得できた場合は，放送大学から本学へ通知されますので，認定され

た後，学籍簿等に記載されます。 

 

 

４ 入学前及び他大学での既修得単位，他大学や放送大学等との単位互換で修得した科目の成績評

価について 

 １．上記Ⅵの１．２．３において，本学共通教育科目として卒業要件内に単位を認定された場合，

成績通知書や証明書等の成績評価は「認」又は「AP」で標記され，GPA 算出の対象授業科目

からは除外されます。 
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表表１１ 共共通通教教育育科科目目のの学学習習目目標標
 
【【入入門門科科目目（（大大学学教教育育入入門門セセミミナナーー））のの学学習習目目標標】】  
 

科目 学習目標 

大学教育入門

セミナー 

本授業は，新入生を対象に，豊かな人間性と専門性を兼ね備えた社会人へと成長

するための，高い意識と覚悟を持って，大学生活をスタートさせるための手がか

りを得ることを目標とする。学生は以下の項目を学習し，修得することを目標と

する。 
心身共に健康で有意義に学生生活を送るために必要な社会的判断力・知識

の習得。

自律的に学ぶことの重要性の認識・理解と，その実践態度を会得するため

の手がかりを得る。

共通教育と専門教育の意義・役割の理解。

将来に向けたキャリアデザインの重要性の自覚と，学修を通じた自己成長・

自己育成の重要性の認識。 
  
【【基基礎礎教教育育科科目目のの学学習習目目標標】】  
 

科目 学習目標 

保健体育科目 
保健体育科目は，各種身体運動の実践を通して，スポーツや運動に関する技能や

知識，並びにコミュニケーション能力を身につけることによって，健康で明るい

学生生活，ひいては生涯を通じた健康生活の基礎を築くことを目標とする。 

 
科目 学習目標 

情報処理基礎

科目 

（情報処理基礎） 
大学における講義や実験・実習などを受講したり，研究を進めたりする上で必須

となるコンピュータや情報ネットワークを正しく活用するための基礎知識と情

報処理技術を修得し，高度情報化社会で必要とされる情報活用能力を養うことを

目標とする。学生は以下の項目を学習し，修得することを目標とする。

コンピュータの基本的な使用方法

大学のシステムや電子メール，オフィスソフトの使用方法と留意点

情報モラルと情報セキュリティ

所属する学部や学科等で必要となる情報処理技術 
（数理・データサイエンス入門） 
今後のデジタル社会において，数理・データサイエンス・AI を日常の生活，仕事

等の場で使いこなすことができる基礎的素養を主体的に身に付けるとともに，数

理・データサイエンス・AI に関する事項を扱う際には，人間中心の適切な判断が

でき，不安なく自らの意志で AI 等の恩恵を享受し，これらを説明し，活用でき

るようになることを目標とする。 
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用力を養う。

・「日本語 ～ 」（上級）では，アカデミックな日本語の運用力を高めることにさ

らに重点をおき，研究活動において求められる日本語能力を養う。 
  
【【共共通通教教養養科科目目のの学学習習目目標標】】  
 

地域コア科目群 

地域の知の拠点として地域に貢献することを使命とする福井大学において，地域産業の持続的

な発展や産業イノベーションについて学ぶ「ものづくり・産業振興・技術経営分野」，持続可能

な環境や地域づくりについて学ぶ「持続可能な社会・環境づくり分野」，エネルギーの総合的開

発と防災・危機管理について学ぶ「原子力・エネルギー分野」の諸科目を履修することにより，

地域社会の諸課題に対処できる実践力を有するとともに，地域の創造と発展に貢献し，地域の

ひとづくり，まちづくりに中心的な役割を果たせる人材へと成長していくための知識を修得す

る。 
教養教育科目群 

以下の４分野の科目群を履修することにより，特定の専門分野に偏ることなく，広く学問の知

識や方法を学ぶことによって，普遍的な学究態度を養うとともに，経済・社会のグローバル化が

進行する現代において，地域の課題を通して地球規模の課題と向き合うことのできる総合的な

判断力を持つ良識ある社会人となるための教養を身につける。 

人間理解・言語

コミュニケー

ション分野 

社会における人間の思想形成の在り方，心理的・身体的発達や本質的な特性，

言語コミュニケーションの在り方について広い視野から学ぶことによって，

知・徳・体・言語に関して，思想，心理，身体，言語等の多様な視点から「人

間」の特性や在り方について学習する。 
歴史・文化理解

分野 
日本及び世界における歴史・文化のさまざまな様相について幅広い視点から

学ぶことによって，時代，民族，地域，個人等のアイデンティティと歴史・文

化とを関連づける視点を身につけ，人々が生きるうえでの歴史・文化の重要性

と意義について理解するとともに，社会の様々な面でのグローバル化と多文

化共生社会の発展に対応できる豊かな感受性を養う。 
社会経済分野 グローバル化や技術の進歩による人，物，情報の量的質的交流と相互的影響の

拡大，少子高齢化に象徴される人口構造の変化，それらに伴う国・地域・家族

の在り方の変化等，現代社会において我々を取り巻く諸問題について，社会科

学の知見に基づく多様な視点から学習することにより，それらの諸問題に対

する関心と理解を深めるとともに，幅広い知識の獲得と批判的かつ論理的思

考力を養う。 
科学技術分野 現代社会において，我々は多様な科学的な技術や文明を享受している。しかし

ながら，それらの根本原理やそれらが現在および未来の社会に与える影響に

ついて，十分な理解と思索ができていないことも往々にして在る。これらの点

について，広い視点から関心を持ち，各自の視点で考えていく力を養成する。 
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学生は以下の項目を学習し，修得することを目標とする。 
 なぜ，数理・データサイエンス・AI を学ぶのか，理解すること 
社会でどのように活用され，新たな価値を生んでいるのか，理解すること 
AI の得意なところ，苦手なところを理解し，人間中心の適切な判断が出来

ること 
社会における実データ，実課題を適切に読み解き，判断できること 

 
科目 学習目標 

英語 

高校までの英語学習の成果をさらに発展させ，英語コミュニケーション能力を高

める。 
・英語をグローバルコミュニケーションの手段として捉え，リスニングとスピー

キングを統合した実践的な英語力を身につける。 

・リーディングに求められる知識とスキルを身につける。 
・簡単なプレゼンテーションができるようにライティングの基礎を学ぶ。 
・自律的英語学習を習慣づけて，自主的に英語を使うよう意識する。 

ドイツ語 

ドイツ語を初歩から学び，読む，書く，聞く，話す能力を総合的に身につける。 
・「ドイツ語Ⅰ，Ⅱ」では，初級文法を学びながら，会話や読解の基礎を修得す

る。 
・「ドイツ語Ⅲ，Ⅳ」では，「ドイツ語Ⅰ，Ⅱ」の内容を補いつつ，より実践的に

学び，とりわけコミュニケーション能力の向上を目指す。 

フランス語 

フランス語圏の言語や文化を理解するために必要なフランス語の基礎的な能力

を身につける。 
・「フランス語Ⅰ，Ⅱ」では，発音と綴り字の関係と初級文法を中心に「読む・書

く・聞く・話す」ための総合的なフランス語の基礎力を養う。 
・「フランス語Ⅲ，Ⅳ」では，「フランス語Ⅰ，Ⅱ」の内容を補いつつ，より実践

的なフランス語の基礎力を養う。 

中国語 

中国語によるコミュニケーションに必要な中国語基礎力を身につける。 
・「中国語Ⅰ，Ⅱ」では，発音の習得を中心に基礎的な文法事項や語彙，口頭によ

るコミュニケーションの基礎を修得する。 
・「中国語Ⅲ，Ⅳ」では「中国語Ⅰ，Ⅱ」を基礎に，さらに多様なコミュニケーシ

ョン表現の基礎を学ぶとともに，書面による中国語の読解・表現力の基礎も養

い,「話す，聞く，読む，書く」という総合的な中国語の基礎力を身につける。 

日本語 

学部に所属する留学生及び日本語を母語としない学生を対象とし，大学生活で必

要とされる日本語能力を，「読む」「書く」「聞く」「話す」４技能についてバラン

スよく伸ばすことを目標とする。さらに，それらの学習を通して，日本について

の理解を深める。 
・「日本語 ～ 」（中上級）では，これまでに学習した文型・表現を基礎として，

日本語による円滑なコミュニケーションができるようになることを目指す。同

時に，大学生に求められるアカデミックな日本語に対する意識を高め，その運
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用力を養う。

・「日本語 ～ 」（上級）では，アカデミックな日本語の運用力を高めることにさ

らに重点をおき，研究活動において求められる日本語能力を養う。 
  
【【共共通通教教養養科科目目のの学学習習目目標標】】  
 

地域コア科目群 

地域の知の拠点として地域に貢献することを使命とする福井大学において，地域産業の持続的

な発展や産業イノベーションについて学ぶ「ものづくり・産業振興・技術経営分野」，持続可能

な環境や地域づくりについて学ぶ「持続可能な社会・環境づくり分野」，エネルギーの総合的開

発と防災・危機管理について学ぶ「原子力・エネルギー分野」の諸科目を履修することにより，

地域社会の諸課題に対処できる実践力を有するとともに，地域の創造と発展に貢献し，地域の

ひとづくり，まちづくりに中心的な役割を果たせる人材へと成長していくための知識を修得す

る。 
教養教育科目群 

以下の４分野の科目群を履修することにより，特定の専門分野に偏ることなく，広く学問の知

識や方法を学ぶことによって，普遍的な学究態度を養うとともに，経済・社会のグローバル化が

進行する現代において，地域の課題を通して地球規模の課題と向き合うことのできる総合的な

判断力を持つ良識ある社会人となるための教養を身につける。 

人間理解・言語

コミュニケー

ション分野 

社会における人間の思想形成の在り方，心理的・身体的発達や本質的な特性，

言語コミュニケーションの在り方について広い視野から学ぶことによって，

知・徳・体・言語に関して，思想，心理，身体，言語等の多様な視点から「人

間」の特性や在り方について学習する。 
歴史・文化理解

分野 
日本及び世界における歴史・文化のさまざまな様相について幅広い視点から

学ぶことによって，時代，民族，地域，個人等のアイデンティティと歴史・文

化とを関連づける視点を身につけ，人々が生きるうえでの歴史・文化の重要性

と意義について理解するとともに，社会の様々な面でのグローバル化と多文

化共生社会の発展に対応できる豊かな感受性を養う。 
社会経済分野 グローバル化や技術の進歩による人，物，情報の量的質的交流と相互的影響の

拡大，少子高齢化に象徴される人口構造の変化，それらに伴う国・地域・家族

の在り方の変化等，現代社会において我々を取り巻く諸問題について，社会科

学の知見に基づく多様な視点から学習することにより，それらの諸問題に対

する関心と理解を深めるとともに，幅広い知識の獲得と批判的かつ論理的思

考力を養う。 
科学技術分野 現代社会において，我々は多様な科学的な技術や文明を享受している。しかし

ながら，それらの根本原理やそれらが現在および未来の社会に与える影響に

ついて，十分な理解と思索ができていないことも往々にして在る。これらの点

について，広い視点から関心を持ち，各自の視点で考えていく力を養成する。 
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区分 授業科目 単位 備考

入門科目 大学教育入門セミナー 必修

区分 授業科目 単位 備考

外国語科目 英語Ⅰ 教・工・国必修　

英語Ⅱ 〃　　　　　〃

英語Ⅲ 〃　　　　　〃

英語Ⅳ 〃　　　　　〃

英語Ⅴ 工必修

英語Ⅵ 〃　　　　　〃

ドイツ語Ⅰ 国際選必（教・工自由）　 週２コマ開講

ドイツ語Ⅱ 〃　　　　　〃

ドイツ語Ⅲ 〃　　　　　〃

ドイツ語Ⅳ 〃　　　　　〃

フランス語Ⅰ 国際選必（教・工自由）　 週２コマ開講

フランス語Ⅱ 〃　　　　　〃

フランス語Ⅲ 〃　　　　　〃

フランス語Ⅳ 〃　　　　　〃

中国語Ⅰ 国際選必（教・工自由）　 週２コマ開講

中国語Ⅱ 〃　　　　　〃

中国語Ⅲ 〃　　　　　〃

中国語Ⅳ 〃　　　　　〃

日本語

日本語

日本語

日本語

日本語

日本語

日本語

日本語

保健体育科目

情報処理基礎科目 情報処理基礎 工学・国際：必修

数理・データサイエンス入門 教育：必修

表２　共通教育科目区分，授業科目名及び単位数一覧

入門科目の授業科目及び単位数表

基礎教育科目の授業科目及び単位数表

　　 留学生科目

　　 教育・工学（上級ﾚﾍﾞﾙ）：自由科目
　　　　　　　　　　　（第２外国語扱い）

　　 工学 上級ﾚﾍﾞﾙ未満 ：６単位
　　　　　　　　　　　（第１外国語扱い）

　　 国際：４単位（第２外国語扱い） 

 　
　

スポーツ健康科学
教育：必修
工学：教員免許状取得希望者のみ
国際：対象外
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地域コア科目群 科目

分野 授業科目 単位
　　　　　　　備考
　☆：地域創生士認定対象科目

ものづくり・産業振興・技術経営分野 現代社会とビジネス ☆

科目 現代社会とキャリア・アントレプレナーシップ ☆

ロボットの知能と学習 ☆

進化する繊維の技術 ☆

現場で役立つ機器分析 ☆

半導体の科学 ☆

繊維の世界 ☆

新素材の世界 ☆

地域創生学Ⅱ　福井をデザイン思考で考え
る

☆大学連携開放科目
集中講義

持続可能な社会・環境づくり分野 こども環境学入門 ☆

科目 まちづくり論 ☆大学連携開放科目

都市と建築の環境 ☆

科学技術と環境 ☆

科学技術と倫理 ☆工学部必修

地域の局地気象 ☆

自然史と生物 ☆

日本海地域の自然と環境 ☆

カーボンニュートラル概論 ☆大学連携開放科目

カーボンニュートラル事業立案 ☆集中講義

地球の環境 ☆

福井の経済と経営者
☆大学連携開放科目
集中講義

コミュニティと住民組織 ☆

地域科学コミュニケーション ☆

地域創生学Ⅰ
　～ふくいを知る･見る･考える（概論）～

☆大学連携開放科目
集中講義

地域の自然と環境（福井や日本海地域を中心に） ☆大学連携開放科目

環境とものづくり ☆

地域 ・ウェルビーイング創発学Ⅰ
☆大学連携開放科目
集中講義

ふくいの環境・もの・人づくりからはじめる ☆

による環境マネジメント ☆

原子力・エネルギー分野 電磁波と物質 ☆

科目 エネルギー科学 ☆

熱と流れ ☆大学連携開放科目

災害の科学 ☆

災害ボランティア論 ☆大学連携開放科目

東日本大震災をどう受け止めるか
☆大学連携開放科目
集中講義

地域の防災・危機管理 ☆大学連携開放科目

原子力安全工学入門
☆大学連携開放科目
集中講義

原子力の安全性（災害と廃炉と放射性廃棄物） ☆

原子力研究のすすめ ☆集中講義

原子力からみた国際関係 ☆大学連携開放科目

共通教養科目の授業科目及び単位表
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区分 授業科目 単位 備考

入門科目 大学教育入門セミナー 必修

区分 授業科目 単位 備考

外国語科目 英語Ⅰ 教・工・国必修　

英語Ⅱ 〃　　　　　〃

英語Ⅲ 〃　　　　　〃

英語Ⅳ 〃　　　　　〃

英語Ⅴ 工必修

英語Ⅵ 〃　　　　　〃

ドイツ語Ⅰ 国際選必（教・工自由）　 週２コマ開講

ドイツ語Ⅱ 〃　　　　　〃

ドイツ語Ⅲ 〃　　　　　〃

ドイツ語Ⅳ 〃　　　　　〃

フランス語Ⅰ 国際選必（教・工自由）　 週２コマ開講

フランス語Ⅱ 〃　　　　　〃

フランス語Ⅲ 〃　　　　　〃

フランス語Ⅳ 〃　　　　　〃

中国語Ⅰ 国際選必（教・工自由）　 週２コマ開講

中国語Ⅱ 〃　　　　　〃

中国語Ⅲ 〃　　　　　〃

中国語Ⅳ 〃　　　　　〃

日本語

日本語

日本語

日本語

日本語

日本語

日本語

日本語

保健体育科目

情報処理基礎科目 情報処理基礎 工学・国際：必修

数理・データサイエンス入門 教育：必修

表２　共通教育科目区分，授業科目名及び単位数一覧

入門科目の授業科目及び単位数表

基礎教育科目の授業科目及び単位数表

　　 留学生科目

　　 教育・工学（上級ﾚﾍﾞﾙ）：自由科目
　　　　　　　　　　　（第２外国語扱い）

　　 工学 上級ﾚﾍﾞﾙ未満 ：６単位
　　　　　　　　　　　（第１外国語扱い）

　　 国際：４単位（第２外国語扱い） 

 　
　

スポーツ健康科学
教育：必修
工学：教員免許状取得希望者のみ
国際：対象外
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教養教育科目群 科目

分野 授業科目 単位
　　　　　　　備考
　☆：地域創生士認定対象科目

人間理解・言語コミュニケーション分野 心を探る（心理学概論）

科目 感情・人格心理学 ☆大学連携開放科目

心理学的支援法

特別支援教育入門

子どもと学校

健康科学・医科学概論

ストレングストレーニング入門

哲学とは何か

応用倫理学入門

宗教と哲学 集中講義

スピーキング

リスニング

ライティングⅠ

ライティングⅡ

英語で読むヒトと社会の言語学

ヨーロッパの言語事情

言語生活論

言語表現

応用日本語Ⅰ 留学生科目
☆大学連携開放科目

応用日本語Ⅱ 留学生科目
☆大学連携開放科目

留学生のためのプロジェクトワークⅠ 留学生科目
☆大学連携開放科目

留学生のためのプロジェクトワークⅡ 留学生科目
☆大学連携開放科目

中国語の世界１

中国語の世界２

 ドイツ語の世界１

 ドイツ語の世界２

フランス語の世界１

フランス語の世界２

生涯学習とアクティブ・ラーニング
仕事を通じた学習プロセスを探る

前・後期開講

生涯学習とアクティブ・ラーニング
協働学習のファシリテーション

前・後期開講

生涯学習とアクティブ・ラーニング
協働学習のマネジメント

前・後期開講

こころの成長 前・後期開講

情報化社会の現在と未来
☆大学連携開放科目
集中講義

健康管理と食生活

多様性を通して社会を考える

生涯スポーツと健康

子どもの発育・発達と怪我

コーチング心理学

多文化共生の取組と課題 留学生と交流クラス

異文化コミュニケーション入門 留学生と交流クラス

英米児童文学を英語で読む

グローバル・リーダーシップの開発

現代社会と地域の国際化 ☆大学連携開放科目
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分野 授業科目 単位
　　　　　　　備考
　☆：地域創生士認定対象科目

歴史・文化理解分野 発展途上国の人間地生態

科目 地図に見る歴史と景観 ☆前・後期開講

フランス文学入門

フランスの文化Ａ（文学と絵画） 隔年 偶数年）開講

フランスの文化Ｂ（ｼﾞｬﾎﾟﾆｽﾑとその時代） 隔年 奇数年）開講

ヨーロッパの映画

ドイツの文化

東アジアの文化と社会

中国のことば

事件で見る中国思想史

日本語の歴史

越前若狭の古典文学

日本家族史１（現代からさかのぼる）

日本家族史２（近世からさかのぼる）

日本の文化 留学生科目　前・後期開講

日本事情 留学生科目　前・後期開講

近現代の音楽芸術

世界の歌曲を知る

多声音楽の魅力

西洋音楽史入門

造形美術の世界－表現世界の多様性

造形美術の世界－絵画

造形美術の世界ー原初・自然・美

考古学入門

数学史入門

近現代文化昆虫学

モノから読み解く文化財学
☆大学連携開放科目
集中講義

映画で学ぶ西洋近現代史① 世紀末～大戦間期

映画で学ぶ西洋近現代史②第二次世界大戦～ 世紀末

福井県の「郷土数学」 ☆
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教養教育科目群 科目

分野 授業科目 単位
　　　　　　　備考
　☆：地域創生士認定対象科目

人間理解・言語コミュニケーション分野 心を探る（心理学概論）

科目 感情・人格心理学 ☆大学連携開放科目

心理学的支援法

特別支援教育入門

子どもと学校

健康科学・医科学概論

ストレングストレーニング入門

哲学とは何か

応用倫理学入門

宗教と哲学 集中講義

スピーキング

リスニング

ライティングⅠ

ライティングⅡ

英語で読むヒトと社会の言語学

ヨーロッパの言語事情

言語生活論

言語表現

応用日本語Ⅰ 留学生科目
☆大学連携開放科目

応用日本語Ⅱ 留学生科目
☆大学連携開放科目

留学生のためのプロジェクトワークⅠ 留学生科目
☆大学連携開放科目

留学生のためのプロジェクトワークⅡ 留学生科目
☆大学連携開放科目

中国語の世界１

中国語の世界２

 ドイツ語の世界１

 ドイツ語の世界２

フランス語の世界１

フランス語の世界２

生涯学習とアクティブ・ラーニング
仕事を通じた学習プロセスを探る

前・後期開講

生涯学習とアクティブ・ラーニング
協働学習のファシリテーション

前・後期開講

生涯学習とアクティブ・ラーニング
協働学習のマネジメント

前・後期開講

こころの成長 前・後期開講

情報化社会の現在と未来
☆大学連携開放科目
集中講義

健康管理と食生活

多様性を通して社会を考える

生涯スポーツと健康

子どもの発育・発達と怪我

コーチング心理学

多文化共生の取組と課題 留学生と交流クラス

異文化コミュニケーション入門 留学生と交流クラス

英米児童文学を英語で読む

グローバル・リーダーシップの開発

現代社会と地域の国際化 ☆大学連携開放科目

- 26 -
－ 27 －

4012_本文.indd   274012_本文.indd   27 2024/03/08   7:57:032024/03/08   7:57:03



分野 授業科目 単位
　　　　　　　備考
　☆：地域創生士認定対象科目

社会経済分野 経済学 （金融って何だろう）

科目 経済学 （現代社会とワークルール）

経済学 （経済学の基礎理論） 前・後期開講

マネジメント入門
☆前・後期開講
（前期）大学連携開放科目
（後期）学内開講

生命保険と金融リテラシー 生命保険協会寄付講義

憲法概論 前・後期開講

日本国憲法 教育学部必修　前・後期開講

社会学Ｂ（現代農村の社会学）

ラテンアメリカの政治と社会

現代社会と金融リテラシー ☆大学連携開放科目

現代社会と組織

ジェンダー論

主権者意識をはぐくむ

キャリアデザイン （自分の将来について考えてみる） ☆

キャリアデザイン （多様な働き方と仕事のリアル） ☆

キャリアデザイン （実社会への第一歩に向けて） ☆集中講義

インターンシップ （就業体験から将来について考える） ☆

「生活」とは何か

地域コンサルティング入門

科学技術分野 バイオの世界

科目 音で診る世界 ☆大学連携開放科目

生体機能と化学物質

数値計算の考え方 ☆大学連携開放科目

計算機システムの基礎

生体情報工学

ゲームとパズルの数学

微分方程式と力学～高校力学の一歩先へ～

対称性と微分方程式

ランダム現象の記述 ☆大学連携開放科目

物理と微積分

科学的な見方・考え方 前・後期開講

植物の生活史と進化

コンピュータと情報処理 集中講義　前・後期開講

対話と直観と共感で学ぶ物理

数学的活動

数と方程式

くらしの中の電子機器と

産業社会の中のセンサ技術

ニュートリノと放射線

データサイエンス・ＡＩ入門 ☆大学連携開放科目

数理・データサイエンス入門 ☆ 前・後期開講

データサイエンスのための数学

海の植物「海藻」を知る
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教養専門教育科目の授業科目及び単位数表

教養専門教育科目群 科目

区分 授業科目 単位 備考

教育学分野 科目 教育測定論

教育学部履修不可 発達障害教育総論

社会保障法 国際地域学部履修不可  隔年 偶数年）開講

初等確率論

労働法 国際地域学部履修不可  隔年 奇数年）開講

初等統計学

工学分野 科目 人工知能論

 機械・システム工学系 伝熱工学

機械・システム工学科履修不可 加工学Ⅰ

基礎高分子科学

機械材料Ⅰ

機械力学Ⅰ

機械要素設計Ⅱ 物質・生命化学科履修不可　

原子炉構造工学入門

材料力学Ⅰ

熱力学Ⅱ

物理化学

放射化学・放射線化学

流れ学Ⅰ

 電気電子情報工学系 半導体工学

電気電子情報工学科履修不可 計測工学

システム工学

電子回路

電気機器学

電気回路Ⅰ

電気数学

電磁気学演習 応用物理学科履修不可

離散数学Ⅰ 

固体電子論

量子エレクトロニクス

 建築・都市環境工学系 一般構造

建築・都市環境工学科履修不可 応用地質学
物質生命科学科及び応用物理学科履
修不可

建築史 国際地域学部履修不可

交通計画

地震・防災工学

都市デザイン

都市計画

国土・地域づくり論
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分野 授業科目 単位
　　　　　　　備考
　☆：地域創生士認定対象科目

社会経済分野 経済学 （金融って何だろう）

科目 経済学 （現代社会とワークルール）

経済学 （経済学の基礎理論） 前・後期開講

マネジメント入門
☆前・後期開講
（前期）大学連携開放科目
（後期）学内開講

生命保険と金融リテラシー 生命保険協会寄付講義

憲法概論 前・後期開講

日本国憲法 教育学部必修　前・後期開講

社会学Ｂ（現代農村の社会学）

ラテンアメリカの政治と社会

現代社会と金融リテラシー ☆大学連携開放科目

現代社会と組織

ジェンダー論

主権者意識をはぐくむ

キャリアデザイン （自分の将来について考えてみる） ☆

キャリアデザイン （多様な働き方と仕事のリアル） ☆

キャリアデザイン （実社会への第一歩に向けて） ☆集中講義

インターンシップ （就業体験から将来について考える） ☆

「生活」とは何か

地域コンサルティング入門

科学技術分野 バイオの世界

科目 音で診る世界 ☆大学連携開放科目

生体機能と化学物質

数値計算の考え方 ☆大学連携開放科目

計算機システムの基礎

生体情報工学

ゲームとパズルの数学

微分方程式と力学～高校力学の一歩先へ～

対称性と微分方程式

ランダム現象の記述 ☆大学連携開放科目

物理と微積分

科学的な見方・考え方 前・後期開講

植物の生活史と進化

コンピュータと情報処理 集中講義　前・後期開講

対話と直観と共感で学ぶ物理

数学的活動

数と方程式

くらしの中の電子機器と

産業社会の中のセンサ技術

ニュートリノと放射線

データサイエンス・ＡＩ入門 ☆大学連携開放科目

数理・データサイエンス入門 ☆ 前・後期開講

データサイエンスのための数学

海の植物「海藻」を知る

- 28 -

－ 29 －

4012_本文.indd   294012_本文.indd   29 2024/03/08   7:57:042024/03/08   7:57:04



区分 授業科目 単位 備考

 物質・生命化学系 レオロジー工学

物質・生命化学科履修不可 化学基礎

機能性高分子

高分子化学Ⅰ（ ）

生物化学Ⅱ

生物化学

分析化学 　（ ）

有機化学Ⅰ

有機化学Ⅲ

 応用物理学系 解析力学

応用物理学科履修不可 応用数学Ｃ（ベクトル解析） 工学部履修不可

応用電磁気学

応用力学

物理学Ａ（力学） 工学部履修不可

物理学 （電磁気学）

物理学Ｃ（波・光）

物性物理学Ⅰ

国際地域学分野 科目 地域経済論

国際地域学部履修不可 地方自治法 隔年 偶数年）開講

統計入門

統計基礎

日本語学概論

コミュニケーションのための日本語教育論

日本語：歴史と翻訳

日本文化の基礎

教育における社会正義の問題 隔年 奇数年）開講

社会言語学 隔年 偶数年）開講

チューター入門 ・ クォーター開講

・データサイエンス論
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表表
３３
　　
学学
生生
のの
所所
属属
にに
よよ
るる
共共
通通
教教
養養
科科
目目
のの
履履
修修
制制
限限

各
学
部
や
学
科
に
お
け
る
共
通
教
養
科
目
の
履
修
制
限
を
示
し
ま
す
。
間
違
い
の
な
い
よ
う
に
履
修
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

学
部

学
科

全
学

科

教
養
専
門
教
育
科
目
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
自
学
部
・
自
学
科
の
科
目
は
履
修
で
き
ま
せ
ん
。
（
専
門
教
育
科
目
と
し
て
履
修
し
ま
す
）

そ
の
他
の
履
修
制
限
に
つ
い
て
は
、
表
２
の
備
考
欄
及
び
授
業
時
間
割
表
（
共
通
教
育
科
目
）
の
備
考
欄
（
注
意
事
項
）
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

表表
４４
　　
同同
一一
科科
目目
とと
みみ
なな
ささ
れれ
るる
共共
通通
教教
養養
科科
目目
のの
一一
覧覧

下
記
に
示
す
科
目
は
同
一
の
科
目
と
み
な
さ
れ
、
重
複
し
て
履
修
で
き
ま
せ
ん
。

１
．

日
本

国
憲

法
と

憲
法

概
論

・
教

養
教

育
科

目
群

　
社

会
経

済
分

野
　

「
憲

法
概

論
」

・
教

養
教

育
科

目
群

　
社

会
経

済
分

野
　

「
日

本
国

憲
法

」

国
際

地
域

学
部

・
教

養
教

育
科

目
群

　
科

学
技

術
分

野
　

「
数

理
・

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

入
門

」
を

履
修

で
き

な
い

履
修

制
限

事
項

・
教

養
教

育
科

目
群

　
科

学
技

術
分

野
　

「
数

理
・

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

入
門

」
　

と
　

教
養

専
門

教
育

科
目

群
　

国
際

地
域

学
分

野
　

「
統

計
入

門
」

　
を

あ
わ

せ
て

履
修

す
る

こ
と

は
で

き
な

い
。

詳
細

は
シ

ラ
バ

ス
を

参
照

す
る

こ
と

工
学

部

・
地

域
コ

ア
科

目
群

　
持

続
可

能
な

社
会

・
環

境
づ

く
り

分
野

　
「

科
学

技
術

と
倫

理
」

　
は

自
学

科
ク

ラ
ス

の
み

履
修

可
能

機
械

・
シ

ス
テ
ム

工
学

科

・
地

域
コ

ア
科

目
群

　
原

子
力

・
エ

ネ
ル

ギ
ー

分
野

　
「

熱
と

流
れ

」
　

を
履

修
で

き
な

い
・

教
養

教
育

科
目

群
　

科
学

技
術

分
野

　
「

生
体

情
報

工
学

」
　

を
履

修
で

き
な

い
・

ロ
ボ

テ
ィ

ク
ス

コ
ー

ス
２

年
生

以
上

は
、

教
養

教
育

科
目

群
　

科
学

技
術

分
野

　
「

計
算

機
シ

ス
テ

ム
の

基
礎

」
　

を
履

修
で

き
な

い

電
気

電
子
情
報

工
学
科

・
教

養
教

育
科

目
群

　
科

学
技

術
分

野
　

「
数

値
計

算
の

考
え

方
」

　
を

履
修

で
き

な
い

・
２

年
生

以
上

は
、

教
養

教
育

科
目

群
　

科
学

技
術

分
野

　
「

計
算

機
シ

ス
テ

ム
の

基
礎

」
　

を
履

修
で

き
な

い

建
築

・
都

市
環
境

工
学

科
・

地
域

コ
ア

科
目

群
　

持
続

可
能

な
社

会
・

環
境

づ
く

り
分

野
　

「
ま

ち
づ

く
り

論
」

　
「

都
市

と
建

築
の

環
境

」
　

を
履

修
で

き
な

い
・

地
域

コ
ア

科
目

群
　

原
子

力
・

エ
ネ

ル
ギ

ー
分

野
　

「
災

害
の

科
学

」
　

を
履

修
で

き
な

い

・
教

養
教

育
科

目
群

　
科

学
技

術
分

野
　

「
数

理
・

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

入
門

」
 
及

び
 
教

養
専

門
教

育
科

目
群

　
国

際
地

域
学

分
野

　
「

統
計

入
門

」
 
を

履
修

で
き

な
い

※
情

報
処

理
基

礎
科

目
と

し
て

の
「

数
理

・
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
入

門
」

を
履

修
す

る
教

育
学

部

全
学

部
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区分 授業科目 単位 備考

 物質・生命化学系 レオロジー工学

物質・生命化学科履修不可 化学基礎

機能性高分子

高分子化学Ⅰ（ ）

生物化学Ⅱ

生物化学

分析化学 　（ ）

有機化学Ⅰ

有機化学Ⅲ

 応用物理学系 解析力学

応用物理学科履修不可 応用数学Ｃ（ベクトル解析） 工学部履修不可

応用電磁気学

応用力学

物理学Ａ（力学） 工学部履修不可

物理学 （電磁気学）

物理学Ｃ（波・光）

物性物理学Ⅰ

国際地域学分野 科目 地域経済論

国際地域学部履修不可 地方自治法 隔年 偶数年）開講

統計入門

統計基礎

日本語学概論

コミュニケーションのための日本語教育論

日本語：歴史と翻訳

日本文化の基礎

教育における社会正義の問題 隔年 奇数年）開講

社会言語学 隔年 偶数年）開講

チューター入門 ・ クォーター開講

・データサイエンス論

- 30 -

－ 31 －

4012_本文.indd   314012_本文.indd   31 2024/03/08   7:57:042024/03/08   7:57:04



付録　共通教育科目の各学部履修例

大学教育入門セミナー

外国語科目　　英語
　　　　　　　　（英語Ⅰ～Ⅳ）

外国語科目　　第二外国語
　　　　　　　（独・仏・中・日）

保健体育
　　　　（スポーツ健康科学）

情報処理基礎
　　（数理・データサイエンス入門）

分野

ものづくり・産業振興・技術経営分野

持続可能な社会・環境づくり分野

原子力・エネルギー分野

分野

人間理解・言語コミュニケーション分野

歴史・文化理解分野

社会経済分野

科学技術分野

分野

教育学分野

工学分野

国際地域学分野

 
共
通
教
養
科
目

群

地域コア科目群

群

教養教育科目群

群

教養専門教育科目群

【教育学部】共通教育科目の履修例（26単位）

入門科目　　

基礎教育科目

均均等等履履修修 自自由由選選択択履履修修ココアア履履修修

１科目
２単位

１科目
２単位

１科目
２単位

１科目
２単位

１科目
２単位

１科目
２単位

１科目
２単位

共共通通教教養養科科目目 【【1166単単位位】】
＊＊ココアア履履修修【【４４単単位位】】：：

地域コア科目群３分野の内から２分野各１科目

＊＊均均等等履履修修【【８８単単位位】】：：
教養教育科目群の「人間理解・言語コミュニケーション分野」と「歴史・文化理解分野」の内から２科目，

「社会経済分野」と「科学技術分野」の内から２科目(但し、「社会経済分野」の『日本国憲法』を含むこと)
＊＊自自由由選選択択履履修修【【４４単単位位】】 ：：

地域コア科目群，教養教育科目群，教養専門教育科目群，及び国際地域学部開講の第二外国語
の内から履修

１科目
２単位

１科目
２単位

各科目１単位(４単位）

日本国
憲法
２単位

１科目
２単位

２２
分分
野野
かか
らら
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大学教育入門セミナー

外国語科目　　英語
　　　　　　　（英語Ⅰ～Ⅵ）

外国語科目　　第二外国語
　　　　　　（独・仏・中・日）

保健体育

情報処理基礎

※工学部の外国人留学生は，入学時の日本語レベルにより，「日本語」が「英語」の代替科目又は「第二外国語」扱いとなる。

分野

ものづくり・産業振興・技術経営分野

持続可能な社会・環境づくり分野

原子力・エネルギー分野

分野

人間理解・言語コミュニケーション分野

歴史・文化理解分野

社会経済分野

科学技術分野

分野

教育学分野

工学分野

国際地域学分野

教養専門教育科目群

 
 
 
 
 
 
　
 
　
　
共
通
教
養
科
目

群

地域コア科目群

群

教養教育科目群

群

【工学部】共通教育科目の履修例（28単位）

入門科目　　

基礎教育科目

均均等等履履修修 自自由由選選択択履履修修ココアア履履修修

１科目
２単位

１科目
２単位

１科目
２単位

１科目
２単位

１科目
２単位

共共通通教教養養科科目目 【【1188単単位位】】
＊＊ココアア履履修修【【６６単単位位】】：：

地域コア科目群３分野の内から２分野各１科目

及び 上記２科目とは別で， 『科学技術と倫理』（必修科目）を履修

＊＊均均等等履履修修【【８８単単位位】】：：
教養教育科目群の「人間理解・言語コミュニケーション分野」と「歴史・文化理解分野」の内から２科目，

「社会経済分野」と「科学技術分野」の内から２科目

＊＊自自由由選選択択履履修修【【４４単単位位】】 ：：
地域コア科目群，教養教育科目群，教養専門教育科目群，及び国際地域学部開講の第二外国語科目
の内から履修

科学技
術と倫理
２単位

１科目
２単位

１科目
２単位

１科目
２単位

１科目
２単位

１科目
２単位

各科目１単位（６単位）

２２
分分
野野
かか
らら
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大学教育入門セミナー

外国語科目　　英語
　　　　　　　（英語Ⅰ～Ⅳ）

外国語科目　　第二外国語
（独・仏・中・日※いずれかⅠ～Ⅳ）

保健体育

情報処理基礎

※外国人留学生は入学時の日本語レベルにより第二外国語の履修方法が異なる。

分野

ものづくり・産業振興・技術経営分野

持続可能な社会・環境づくり分野

原子力・エネルギー分野

分野

人間理解・言語コミュニケーション分野

歴史・文化理解分野

社会経済分野

科学技術分野

分野

教育学分野

工学分野

国際地域学分野

【国際地域学部】共通教育科目の履修例（28単位）

入門科目　　

基礎教育科目

 
共
通
教
養
科
目

群

地域コア科目群

群

教養教育科目群

群

教養専門教育科目群

均均等等履履修修 自自由由選選択択履履修修ココアア履履修修

１科目
２単位 １科目

２単位

１科目
２単位

１科目
２単位

各科目１単位（４単位）

１科目
２単位

１科目
２単位

共共通通教教養養科科目目 【【1166単単位位】】
＊＊ココアア履履修修【【４４単単位位】】：：

地域コア科目群３分野の内から２分野各１科目

＊＊均均等等履履修修【【８８単単位位】】：：
教養教育科目群の「人間理解・言語コミュニケーション分野」と「歴史・文化理解分野」の内から２科目，

「社会経済分野」と「科学技術分野」の内から２科目

＊＊自自由由選選択択履履修修【【４４単単位位】】 ：：
地域コア科目群，教養教育科目群，教養専門教育科目群の内から２科目

１科目
２単位

１科目
２単位

１科目
２単位

１科目
２単位

２２
分分
野野
かか
らら

各科目１単位（４単位）
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付録　福井大学建物配置図
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